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Abstract 

The purpose of this study was to investigate the physical activities in daily life:, 

of students at University of Tstikuba using a questionnaire. 

42bO students 'who were enrollment for regular physical education classes 

served as the subjects. Effective number of the samples was 3 1 50 (male 2284; 

female 866, recovery rate was 75.0%). 

The- types of the physical activities in daily life of the students were classified 

into four typical classes, i:e. Club-class. Area-class, Program-class and Stay-class, 

according'to the category defined by Udo (1 970). 

Four ,typical classes were characterized as follows: 

1 ) The students of the Club-class were members of organized sport clubs in the 

University. 2) The s.tu, dents of the Area-class enjoyed relatively constant physical 

activities using the' siport facilities during free-activity period, however these might 

not be well-organized as group. activities. 3) The students of the Program-class had 

physical activities as th'e phrticipants of regular sport programs in the Universit･y. 4) 

The students of the ,:Stay-class did not have any physical activities except the 

exercises in regular physical education class. 

Percentages of the Club-class, the Area-class, the Program-class and the 

Stay-class in the samples ware 41%, 23%, 8% and 29%, respectively. 

Progressing school year the percent of the Club-class gradually decreased from 

49.2% to 36.7% for male and 37.2% to 27.9% for female while the percent of the 

Area-class gradually increased from 19.3% to 28.6% for male and 24.6% to 27.1% 

for female. 

The Stay-class increased 4.5% upto 27.3% for male and 1 5.5% upto 42.6% for 
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fema1e　from　the　sophomore　to　the　senior．

　　Theseエesu1ts　pointed　out　that　one　of　the　important　prob1ems　that　physica1

education　service　face　was　to　decrease　the　numbeエof　the　students　be1onging　to　the

Stay－c1ass．

　　The　responses　of　the　students　to　the　c1ub　service，the　area　ser㎡ce，the　progエam

service　and　theエegu1ar　physica1education　c1asS　were　grasped　in　deta止

　　And　their　responses　suggested　that　it　was　necessary　to　impr0Ye　physica1

education　services　to　activate　the　physica1activitigs　in　dai1y1ife　of　the　students・

緒　　言

　筑波大学の体育センターは，学生に対して

スポーツの生活化，ひいては生涯スポーツの

ための教育をめざして正課体育をはじめ各種

の体育事業を提供しており，筑波大学におけ

る体育経営体として発足以来，すでにユ0年の

歩みを続けてきた。

　この間，正課体育の4年問履修を通して，

学生が意図的に運動することを現在および将

来にわたって自已課題化し，．自発的に実践で

きるよう一に働きかけると同時に，学生の積極

的なスポーツ活動の実現のために，施設，’伸

間，プログラム，指導者，公報，などについ

てさまざまな条件整備を図ってきている。

　しかしながら，近年学生のスポーツ欲求の

高まりや活動選好の多様化がみられ，10年を

経た今日これらの体育事業の再検討が求めら

れている。

　こうした体育事業を見直すためには，体育

事業の対象となる運動者1）一現在運動をし

ている人に限らず，これから運動する・であろ

う人，運動してほしい人を含めた全対象一

の実態を知悉しておくことが必要であろう。

すなわち，学生の運動生活2）の様子，いいか

えれば，学生が日常生活の中で意図的に運動

することをどのように取り入れ，定着させて

いるか，を把握し．ておくことである。

　大学内における学生の運動への対応めしか

たは，ほかでもなく学内の体育事業のあり方

との関連で生起するところが多いと考えるか

らである。

　したがらて，これまでの体育事業の役割や

その劫果を吟味するには，学生の日常生活に

おける運動者行動とその経年的変容を知って

おく’必要がある。

　こうした観点から，体育事業のあり方を見

直すとともに，その改善の手がかりを得るこ

とを目的として，筑波大学生の輝動生活に関

する調査研究を実施した。

　今回の調査研究における学生の運動生活の

とらえ方および運動生活の類型についての基

本的な考え方は，宇土の理論3）に依拠したも

のである。すなわち，学生の運動生活が基本

的な体育事業であるクラブサービス，プログ

ラムサービス，エリアサービス，正課体育の

授業，とどのようなかかわりを持っているか

によって，運動生活およびその類型や階層を

とらえるものである。

正課体育の授業は，本来直接的体育事業に

おけるプログラムサ・㌣ビスのひとつとして位

置づけられるが，4年間履修を義務づけてい

る本学の正課体育が学習プログラムとしての

重要な機能を果たしていることを考慮して，

ここではあえて別に取りあげたものである。

　一また，今回の調査研究は，。体育センターが

昭和56年6月に行ろた第ユ次の運動生活調査

の緒果4）（大学体育研究，第4号，ユ982）を

踏まえ，その調査内容を改めるとともに，サ

ンプル数を増加させて実施したものであり，

昭和57～58年度の体育センター共同研究の一
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部としてなされたものの報告である。 調査項目の構成は図ユのようであった。

調査方法

　調査は質問紙法による悉皆調査で．あった。

　調査対象は正課体育受講学生（体育専門学

群の学生を除く）のうち，本学での生活経験が

1年以上あり質問の意図や内容を理解し得る

2年生以上であった。

r運動生活に関する調査」（巻末資料一（皿〕参照）

を対象学生4，200名に配布し，昭和58年4月

にそれぞれの正課体育授業時に集団面接聴き

とり法によって調査がなされた。

　回収率は75％，サンプル総数は3，ユ50であ

り，性別，学年別，学耕別のサンプル数は表

ユのようであった。

　集計には本学の大型電算機を用い，調査項

目についての一般的傾向を知るために，まず

単純集計を行った。さらに項目間の因果関係

や要因問の類縁関係を知るためにクロス集計

を適用した。

表1　性別，学年別，学群別標本数

男 女 計

性別 2，284（72．5％） 　866（27．5％） 3，ユ50（1OO％）

2　年 3　年 4　年 計

学年別 1，141（36．2％） 1，O1O（32．1％） 　999（31．7％） 3，150（1OO％）

第一学群 第二学群 第三学群
医学専門学　群 芸術専門学　群

計

学群別
　987（31．3％） 　922（29．3％） 　865（27．5％） 　206（6，5％） 　170（5．4％） 3，150（100％）

フェイスシート

Q1 Q2

運動生活についての全般的傾向
運動生活の類型・階層 Q3～Q4

クラプ所属階層 プ□グラム参加階層 エリア利用階層

クラプサーピ’ス プログラムサービス エリアサービス ステー階層
への対応 への対応 への対応

Q5～9 QlO～14 Q15～18

正課体育への対応

010～22Q19～22

図1　運動生活に関する調査の構成

結果と考察

1．運動生活の類型的・階層的拍握

　筑波大学では学生に対してスポーツの生活’

化をめざして正課体育をはじめ各種の体育事

業を提供している。したがって，多くの学生

の運動生活はこれらの体育事業との関連にお

いて営まれているといえる。

　そこで，ここでは学生の運動生活の現状を

明らかにするため，大学における体育事業と

の関連において彼等の運動生活の様相を把握

することにした。

　具体的には，筑波大学生の運動生活を類型

的・階層的に把握するとともに，その経年的

な変容をみることによって，運動生活の全体

的な特徴をとらえようとするものである。こ

れは，今後の大学における体育事業の検討に

有益な示唆を与えることになると考えられる。

1）運動生活の類型と階層

　t1）運動生活の類型

　学生の運動生活の特徴を把握するためには，

大学における体育事業に対して個人個人がど

のような対応のしかたをしているかを明らか

にすることが必要である。筑波大学生の運動

をめぐる生活をみてみると，運動クラブやサ

ークルに所属している者，あるいはスポーツ

デーのような体育的行事に参加している者，

大学の体育施設や構内の空地，広場などの関

係的運動施設を利用して運動を楽しむ者，ま

た，運動クラブに所属して体育的行事に参加

する者などさまざまな運動行動をとっている。

　そこで，運動生活の類型のとらえ方は，体

育事業との関連で運動行動をみようとする表

2に示すような宇土の分類5）による8類型に

よることとした。

　実際の調査では，表3のA，B，C，Dの

体育事業に対する8つの運動行動から運動生

活の類型をとらえた。調査の結果は表3のと

おりであった。
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表2運動生活の類型

体育事業／運動生活の類型

C．S（クラブ・サrビス）

P．S（プログラム・サービス）

A．S（エリア・サービス）

・クラブ運動者としての生活（C）

・・クラブ運動者であると同時にプログラム運動者としての生活（C・P）

・クラブ運動とエリア運動者とが組み合った運動者としての生活（C・A）
・クラブ運動者，プログラム運動者，エリア運動者の三つが組み合った運動者としての生活（C・P・A）

・一プログラム運動者としての生活（P）

・・プログラム運動者とエリア運動者としての生活（P・A）

・・エリア運動者としての生活（A）

・いずれの体育事業にもかかわりのないStay運動者（S）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宇土正彦，体育管理学，大修館書店1970による）

表3　筑波大学生の運動生活の類型別の割合

　　　　　　　運動生活の類体育事業　　　　　　型
ユ 2 3 4 5 6 7 8 計

A体育系の課外活動団体に所　属して運動している

○ O O ○ × × × ×

（1，2，3，4）　41（％）

Bスポーツデーやスポーツ教　室などの体育的プログラム　に参加して運動している

× O × ○ ○ O × ×

（2，4，5，6）　44（％）

C自由時問に運動の施設や用　具を利用して，自由なやり　方で運動を楽しんでいる

X × ○ O × O ○ ×

（3，4，6，7）　42（％）

D現在は正課体育の授業以外　には意図的な運動をほとん　行っていない

× × × × × × X O
（8）　29（％）

全　　　体（％） 1o 2 6 3 8 ユ2 29

男　　（％） 1 13 6 4 8 ユ 26

女　　（％） 8 ユ 6 9 7 9 5 36

　筑波大学生の運動生活の類型別の割合（％）

は表3の下段に示した数字である。

　1から7までめ類型について比較してみる’

と，類型4のクラブやサークルに所属し，体

育的プログラムにも参加し，さらに自由時問

に体育施設を利用して運動を楽しんでいる者

（全体の13％一男14％，女9％）が比較的多く，

次いで類型2のクラブやサークルに所属し，

体育的プログラムにも参加している者（全体の

12％一男13％，女11％）と類型7の自由時問

に体育施設を利用して運動を楽しんでいる者

（全体の12劣一男11％，女15％）が多くなって

いる二これに対して，類型3のクラブやサー

クルに所属し，さらに自由時間に体育施設を

利用して運動を楽しんでいる者（全体の6％

一男6％，女6％）と類型5の体育的プログ

ラムに参加する者（全体の8％一男8％，女

7％）は少なくなっている。

　次に，1～7までの類型と8の類型を比較

してみると，8類型の正課体育以外は意歯的

な運動をほとんどしない者（全体の29％一男

26％，女36％）のほうが極めて多く，全体の30

％近くいることが明らかになった。

　また，1～7までの類型を男女の別で比較

してみると，各類型とも男子の割合が上廻っ

ている。次に男女別にみると，男子では4，’

2の類型の者が多く，ついで1，6，7の類

型の者が同じ割合で多くなっている。女子で

は，7，2の類型の者が多くなっている。男

女とも3，5の類型の者は少ない。

　8類型だけについてみると，男子よりも女

子のほうが10％多くなっている。

　前述の各類型を体育事業ごとにとらえてみ

ると，表3右の欄の計に示されるような数字

であった。すなわち，運動クラブやサークル

の所属者は全体で41％，スポーツデーなどの

体育的プログラムヘの参加者44％，自由時問

に体育施設を利用して運動を楽しんでいる者

42％，正課体育の授業以外意図的な運動を行

わない者29％であった。

　以上のととから，筑波大学生の運動生活の

類型にみられ1る概括的な傾向は，8の類型の

ような運動に対して極めて消極的な対応のし

かたを示す者も30％近くいるが，70％以上の

者は，一つまたは二つ以上の体育事業とのか

かわり合いにおいて運動に対して目発的な行

動を示している。

　（2）運動生活の階層的なとらえ方

一66一



　運動生活の類型のとらえ方は，・体育事業と

の関連のしかたによる運動行動の分類に基づ

くものであった。しかし，このように類型化

しただけでは，運動生活の体育的な意義づけ

との関係を検討するのに十分であるとはいえ

ない二この関係を明らかにするためには，ど

んな類型が望ましいのか，また望ましい運動

生活はどのような構造をもっているのかなど

のことも検討される必要があると思われるが，

ここでは，望ましい運動生活を成立させるた

めに必要な体育的意義のある条件との関係で

階層をとらえることとした。

　このような運動生活の階層的なとらえ方の

基礎条件として，宇土6）．はr継続性」，r組

織性」，r合理性」の三つをあげ，これらの

条件の含まれる程度によって，C1ub階層，

Program階層，Arba階層，Stay階層の四つ

に分けている。しかし，Program階層とArea

階層のいずれが三条件からみて優れているの

かという考え方の相異によってA案，B案の

二つが考えられるとしている。両案とも，類

型ユ～4のように三条件が最も含みやすい

C1ub階層を第ユ階層としている。しかし，第

2階層と第3階層の位置づけ方でA案とB案

とで違いがある。A案ではProgram階層を第

2階層とし，B案ではArea階層幸第2階層と

してい乱この相異は運動欲求の強さをPro－

gram階層がすぐれているとみるのがA案で

あり，r継続性」の条件はArea階層がすぐれ

ているとみるのがB案であるとしている。

　第4階層は両案とも三条件をほとんど含ま

ないStay階層としている。

　筑波大学生の運動生活の現状からみると，

恵まれた体育施設を利用して運動が日常的に

行われており，継続性の条件が含まれやすい

運動生活をもっている。これに対し，大学が

提供している体育的プログラムは年2回のス

ポーツデーが主なもので，単発的・行事的な

プログラムでスポーツの楽しさやスポ〒ツヘ

の意欲を高める特徴はあるが，継続性の条件

は少ない。

　したがって，ここでは宇土6）のB案によっ

て，第1階層をClub所属階層（類型工，2，

3，4），第2階層をArea利用階層（類型6，

7），第3階層をProgram参加階層（類型5），

第4階層をStay階層（類型8）とする四階層の

とらえ方にすることとした。

　調査の結果からみると，階層別の割合は次

のようであった。

　第1階層（Club所属階層）41％（男44％，

女34％）

　第2階層（Area利用階層）23％（男22％，

女24％）

　第3階層（Program参加階層）8％（男8％，

女7％）

　第4階層（Stay階層）29％（男26％，女36％）

　運動生活の階層の傾向を概括的にみる一と，

運動生活の類型の場合と同様，正課体育以外

はほとんど意図的に運動をしない第4階層が

30％近くもあるが，70％以上は体育的意義を

含みやすい第ユ～第3の階層である。特に第

ユ階層の運動クラブやサークルに所属して活

動している者の層が多いことは注目に価する

ことである。

　次に男女別にみると，第ユ階層と第3階層

では男子が多くなっているが，第2階層と第

4階層では女子が多くなっている。特に第4

階層で女子がユ0％も多くなっていることは問

題である。このStay階層の減少のためには，

大学における体育事業の再検討が必要とされ

よう。

　ところで，これまでに一般大学生の運動生

活について調査した報告は見あたらないが，

高校生（標本数2，115名）を対象として運動生

活を階層的に把握した福岡県体育研究所の研

究報告7〕が注目される。

　この報告によれば，高校生の運動生活の階

層別の割合は，第1階層（C1ub所属階層）27．3

％（男子32．9％，女子21．8％），第2階層仏rea

利用階層）a5％（男子ユ4．3％，女子1．7％），
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表4　学年・性別にみた運動生活類型（％）

類
　
型
子

ユ 2 3 4 5 6 7 8 計

性

2年 10．1 17．4 5．4 16．3 8．2 1O，6 8．7 22．8 1oo

男 3年 ユ4．2 10．7 5．7 13．1 8．4 11．O 8，O 28．9 ユ00

4年 8．2 9．0 6．6 12．9 7．3 ユ2．6 16．0 27．3 100

2年 7．0 13．7 4．9 11．6 10．9 11．613．0 27．1 100

女 3年 9，6 12．O 4．8 10．7 5．8 6．5 工2．7 37．8 ユ00

4年 6．1 7．8 7．0 7．O 2．5 7．4 19．7 42．6 1oo

第3階層（Program参加階層）36．2肌男子23．7

％，女子48．6％），第4階層（Stay階層）28，0

（男子28、ユ％，女子27．9％）であった。

　対象および体育事業の違いはあるものの，

’共通の階層的なとらえ方によるデーターであ

り，あえて今回の調査結果と比較してみると，

まず，筑波大学の学生の方が，C1ub所属階

層がやや多く，Area利用階層ではとりわけ

多いことが判る。一方，Pro駆am参加階層

は高校生が36．2％に対して筑波大生はわずか

8％にすぎなかった。しかし，Stay階層は

ともに28～29％でほとんど差が認められな

かった。これらの比較は，筑波大学における

体育事業の特徴，すなわち，恵れた．エリアの

条件，学生の二一ズに応じて成立している多

種多様なクラブ（同好会・運動部）の存在，単

発的な年2回の開催にとどまっているプログ

　ラムの問題，などが学生の運動生活にプラス

の面にもマイナスの面にも反映していること

が推察される。また，同時に主として目発的

な運動行動による大学生の運動生活の状況と，

主として学校教育活動の一環としてなされる

高等学校の体育事業に依存する高校生の運動

生活の違いをも示唆しているといえよう。

2）運動生活の階層の学年別・性別の変容

　運動生活の階層を単に層化してみるだけで

なく，その経年的な変容がどのようになって

いるかを確かめることも，学生の運動生活を

より具体的に把握するために必要なことであ

る。

　表4は，運動生活の8類型が学年によって

’どのように変容していくかを示したものであ

る。表5は，表4の結果から運動生活の階層

の学年による変化をみたものである。

　各階層別にみると，C1ub所属階層は高学年

になるにしたがって減少しており，特に4年

次における減少が著しい。Area利用階層は3

年次に減少し，4年次に増加している。この

ことは，表4の類型ユ，2，4が3年次に相

当多く，類型6，7の3年次が減少している

ことによるものであるといえよう。

　次にProgram参加階層はほぼ高学年にな

るにしたがって減少しているが，特に女子の

減少が著しい。Stay階樗もほぼ学年進行にし

たがって増加しているが，女子の増加は特に

著しく40％強の数字を示している。

　以上のことから，運動生活階層の経年的変

容を概括的にみると，個人の生活時商を拘束

される運動クラブやサークル活動から個人の

自由な時問に大学の体育施設や近くにある運

動施設を利用して運動を楽しむ方向への変化

がみられた。

　Program参加階層の経年的減少とStay階

層の経年的増加はともに問題であり，体育的

プログラム提供の改善とその他の体育事業の

検討が必要であることを示唆している。

表5　運動生活階層の経年的変化（％）
　
階
層
生
学
年

Club所属階層（第1階層） Area利用階層（第2階層） Program参加階層（第3階層） Stay階層（第4階層）

計

2年 49．2 ユ9．3 8．2 22．8 ユOO

男
3年 43，7 ユ9．O 8．4 28．9 100
4年 36．7 28．6 7．3 27．3 100
2年 37．2 24．6 ユO，9 27．ユ 1OO

女
3年 37，1 19．2 5．8 37．8 100
4年 27．9 27．ユ 2．5 42．6 ユOO

一68一



2．運動者の主体的条件

一健康・体力・運動能力に対する自己評価

と関心度，およびこれまでのスポーツに対す

る姿勢について一

　運動者の健康や体力の水準，および過去の

スポーツに対する姿勢や経験などのような主

体的条件は，運動生活に大きく関与するもの

と思われる。．ここでは，健康や体力・・運動能

カについて自已評価させるとともに，それら

に対する関心度を聞き，また，運動に対する

これまでの姿勢を調査した結果を運動生活階

層別に考察するものである。

1）健康・体力・運動能力に対する自己評価

と関心度

　健康や体力・運動能力に対する自已評価及

びそれらに対する関心度についての学生の全

般的傾向は図2のようであった。健康である

と答えた者は，全体あ36％であり，体力・運

《健康に関する自己評価》
（％）

・全 58　　　　　　　　　　6

・Cl・・所属階層111 47　　　　　　　4I

・A…利用階層111 63

・・・・・…参加階層111 62

　　　麗…覇健康である

8
　　　［コ普　・適

4
　　　㎜齢り健康で

67　　　　　　　　　　ユi

《体カ・運動能力に対する自己評価》

・全

（％）

64 23

67 1O

A…利用階層鰯二二二二■二二二］㎜
・P・og・am参加階層11ξl1 73 21

麗麹燃動能力

［コ杵　　通

醐雛雛僻
・St・・階　層蔓　　　・1 46

《健康・休力に対する関心度》

・全

（％）

59 23

58 15

・・…利用階層麗醸［
・・・・…m参加階層葦111工1111 61 28

慶菱覇弊樽を払

□符雲を払
　　　あまり（全然）

㎜蹴払一て

・Stay階　層書蔓1111 57 35

図2　健康・体力・運動能力に対する自己評価・関心度と運動生活
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動能力があると答えた者はわずかにユ3％であ

った。また健康・体力に常に注意を払ってい

ると答えた者は，ユ8％にすぎなかった。健康

や体力に対する意識や関心も低く，体力や運

動能力についてもあまり自信がない様子がう

かがえる。

2）運動生活階層別にみた健康・体力・運動

能カに対する自己評価と関心度

　図2はまた，健康や体力・運動能力に対す

る自已評価及び関心度について，各運動生活

階層別にみた結果をも示している。

　健康に対する自己評価において，健康であ

ると答えた者の割合は，C1ub所属階層では約

半数の49％であったが，Area利用階層で29％，

Program参加階層で34％，Stay階層で22％

であり，運動生活が消極的な階層ほどその割

Club所属階層

家 族

幼児から小学校時代

中　学　校　時　代

高　　校　　時 代

A B C D E
ユo 23 43 ：111麺1111

35 24 24 1：11ユ4111；113

45 23 18 1111ユq111：

3δ 22 22
11112q1111

6
」　＾　＾　　＾’

ユOO％

Area利用階層

家

幼児から小学校時代

中　学　校　時

高　　校　　時

A　　　　B C　　　　　　　　　　　，D　　　　　E
』　1 ］ u ’ u

7 22 38
11111カ11111

33 23 25
華リ111111

5族
代
代
代

35 27 20　11111嚥115

ユ7 20 29 ：11靹1111 7
＾ →＾n　ηノO■

Program参加階層

家 族

幼児から小学校時代

中　学　校　時

　　　高　　校　　時

　　　家

A B し 』」 且

7 ユ7 41 111：1111112911111111：111116

3 26 27 11111111劃111111

4族
代
代
代

36 26 19 111111111151111111

4

16 ユ9 26 ：1：1：1：1：130111111111：19

O 工OO％

幼児から小学校時代

中　学

高　　校

A　　　B

A　B　　　　　　　C

　　　　　　　　　　　1OO％

C　　　　　　　　　　　　D　　　　　E

　　　　　工OO％

D　　　　　　　　E
』　　1　　　　　＾ 一 1

3　9 36 ：11114611111 12

ユ4 ユ7 32 1：撫11111 12

　
　
　
　
　
族
ら
小
学
校
時
代
校
時
　
代
芝
　
時
　
代

ユ9 2ユ 24 ：榊11111 12

9 12 20 ：：1繊111 22

図3

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100％

　A：非常に積極的であった
　B：やや積極的であった

　C：普　通
　D：やや消極的であった

　E：非常に消極的であった

運動生活階層別に争た過去のスポーツに対する姿勢
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合が減少することがわかる。

　また体力・運動能力に対する自已評価にお

いては，体力・運動能力があると答えた者の

割合は，C1ub所属階層の23％，Program参

加階層の12％に対してArea利用階層やStay

階層では3～6％と極めて少なかった。また，

Stay階層では，あまり体カ・運動能力がない

と答えた者が46％と約半数を占めていること

が注目される。

　これらの結果は，運動者の健康や体力の水

準が運動生活と関わりがあり・1運動生活の階

層によって健康や体力の状況が異なるととを

示唆している。

　健康や体カに対する関心度においては，健

康・体力に常に注意を払っていると答えた者

の割合は，C1ub所属階層が27％ともっとも多

く，Stay階層は8％ともっとも少なかった。

一方あまり（全然）注意を払らていないと答え．一

た者の割合はStay階層が35老と・もっとち多・

く，C1ub所属階層が15％ともっとも少な牟っ1

た。すなわち運動生活において積極的な階層、、

ほど健康や体力に対す亭関1ら・が高く，洋芦を一

払っているものが多い傾向がとらえられたら

これらの結果は，椿本8）らの報告と一致する

ものであっ≡た。

3）運動生活階層と過去めスポーツに対す’る

姿勢

　図3は，字族の運動・スポニッに対す亭姿．

勢，および学生の幼児から小学校時代，中学

校時代・高岬杵やける運動1スヂーツに

対する姿勢について調査レた結果を運動階層

別に示した毛のである。

　全体的な伸向とし：てジ各階層1とも中学校時

代には運動・スポーツに対しで積極的な者の

割合がもっとも多く，高校時代rなって積極

性はかなり低下するとみ弓れる。とりわけSt叩

階層では58＝％が高校時代1と沽極的であったと．

答えている。各階層ともに’高校時代の状況が，

中学校時代ませと大きく変化音るめぽ，受験

勉強を含め，高校時代の’生活や学習活動のあ

り方の問題を示唆してい．る。

　家族の運動・スポーツに対する姿勢につい

ても積極的であづたと答えた者の割合は，

C1ub所属階層が33％でもっとも多く’，Area

利用階層，Proξram参加階層，Stay階層の

順で少なくなり，反対に消極的であったと答

えた者の割合は，Stay階層では52％と多く，

運動生活からみて積極的な階層ほどその割合

は少ない結果であらた。

　これ■らの結果は，過去のスポーツに対する

姿勢，あるいはスポニッ経験の違いが，現在

の運動生活とかなり■関連を持っていることを

、示しており，’とりわけ，C1ub所属階層とStay

’階層にみ’られる過去のスポ1シ．に対する姿勢

の違いは顕著であった。

　3．クラプ所属階層の実態と運動クラブ所属

　に対する抵抗条件

　　本調査は，体育専門学群を除いた学生を調

牟対琴としたもので苧る・したがっ㍗調査

のC1巾所属階層（以下r・1｛・醜〕払・う）が

所属亨る多くめクラブは・次のような特徴を

　持らていると考えられる。

　①　体育専門学群の学生が所属していないク

　　ラ㍗体育専門学研竿叩㍗州’
　　クラブ

②対外競技．（試合）が比較的少ないクラブ

’一⑥　麟技レベルがやや低いクラブ

　④レクリェーション的な活動を主たる目的

　　としているクラブ

　　これらの特徴をもつクラブに叩即るメン

バーについて，次のような事墳を検討する。

①　運動者行動の実質性・形式性に着目し，

　　実質的なクラブ運動者と形式的なクラブ運

　　動者との間に，どの程度クラブ活動に満足

　　しているか，クラブ活動を通してどのよう

　　な琴因に満足や不満足辛樺pているか，ク

　　ラブ活動上どのような問題点を感じている

　　か，・にういて相違がみられるか。

。≒②，・1汐ラブに所属していない大学生は，クラ
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　ブにどのような抵抗条件をもっているか，

　また，これらの大学生がクラブ運動者とな

　り得るかどうかの可能性についても検討を

　加える。

1）クラブ所属階層の全体的な傾向

　C1ub階層は，本調査のサンプル数の41％

である。これらを性別，学年別，運動生活の

類型別にみたのが図4である。学年別にみる

と，2年生が40．6％，3年生が3216％，4年生が

26．8％であった。したがって，C1ub階層は学

年が進行するにつれて減少する傾向にある。

また，運動生活の類型別にみると，クラブに

所属する以外に，スポーツデーやスポーツ教

室に参加したり，個人的に自由に施設を利用

して運動を楽しんだりしているもの（類型2，

　　図4　運動クラブ所属階層の実態

性　　　別

lOO％

男子76．8％　女子23．2％

学　年　別

　2　年　40．6％

類　型　別

篭．撃基 類型2　　類型3　　類型4
29．7　％　　　14，2％　　　31．6　％

3，4）が約76％とかなり多いことがわかる。

2）実質的な運動者と形式的な運動者

　運動クラブ所属の個人的な目的やクラブの

目的を達成するためには，クラブのメンバー

がクラブの運営に積極的に参画し，また定期

的に継続的に練習に参加することが重要な要

件であると考えられる。すなわち，クラブの

ユ00％

非常に　　　ゃ　や
積極的　　積極的 普通　　　やや非常に

　　　　　　　消極的消極的

鶏イllll㌶
12．ユ％　　　　　24．8％ 42．9％　　　　　　　　　　　ユ7．5％　　　　2．6％

驚雛鱗ドlll二1

　　　　　　　　　　　　（Cc）

5，8
　　18．4％
％

4ユ．5％　　　　　　　　　　　24．6％　　　　　9．7％

39．4％ 22．4％　　　　　　　22．7％　　　　　11．8％

5．8

％

3．8％

30．O％　　　　　　　　　23．2％　　　　　　　22．2％　　　　　　18．8％

燃ドlllll㌶1
48．2％ 22．4％　　　　　　17．ユ％　　　8－9％　　　3．5％

32．9％ 26－1％　　　　　　　　　22．7％　　　　11．1％
7．2

％

灘鵜ドlll二
37．ユ％ ・…％．・…％　1・…壌

23．2％　　　　　　　　24．2％　　　　　　　20．8％　　　　　　　22．7％　　　　9．2％

図5　練習への参加状況と過去のスポーツに対する対応
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活動に対してどのような運動者行動をとって

いるかが重要な課題である。

　ここでは，運動者行動の実質性・形式性に

着目し，その区分けをユ週問当りの練習への

参加日数でとらえることとする。

　参加日数は，④週に3日以上参加する者が

47％，⑮週に1～2回の者が38％，◎月にユ

～2回またはほとんど出ない者が16％である

すなわち，85％以上の者がweek1y型の運動

生活を送っている。

　宇土9）は，運動者の活動と体育事業のねら

いとの関係から，効果が期待できるものを実

質的な運動者，そうでないものを形式的（名

目的）な運動者として区別し，併せて実質的

な運動者かどうかの判定は困難であるとして

いる。確ビweekly型の運動生活でも練習日

数と目的との関連から運動効果（クラブ所属

の効果）も変ってくると思われるが，ここでは

実質的な運動者と形式的な相違を考察しやす

いように両極をとり，上言已の④を実質的な運

動者（以下rCa」という），◎を形式的な運動

者（以下rCc」という）とする。

（％）

l　OO 　　　　非常に満足□　　　　やや満足

　　　　非常に木満園　　　　やや不満

表6　現在のクラブ活動に対する満足度（％）

’㌔へ㌧、、、ヱlllj・UI1

κ一士h仇Cj醐川 」■百τて■

皿予1膏」

やや渦胆
’H、ブ4■

’了丁■百■

普　　j山

’…■TT

ややイ；湘

’…’■〒1τ

“了’i＝ガ

O．3

9．4

　図5は，過去のスポーツに対する対応状況

について，CaとCcを比較したものである。

各年代ともCaの方がCcに比べてスポーツに

積極的に取り組んでいた傾向がみられる。α

では，消極的な傾向にあった者が中学校時代

の約18％から高等学校時代の約32％と大幅に

増加している。

3）クラプ活動における成果

　表6、は，クラブ活動を通してどの程度の成

果をおさめているかを5段階尺度による満足

度によって測定したものである。Caでは，満

足傾向にある者は約7ユ％であり，不満を感じ

といる者は約7％と極めて少ないのに対して，

Ccでは，満足傾向にある者は，約19％，不満

傾向にある者は約31％である。この結果は，

クラブ活動において満足できないことが，形

式的な運動者（Cc）となっている要因の1つで

あることを示していると思われる。

50

健体技競紳よ友情学康力山ヒ技習ろ人　　業
慕ゼ望いパ；
持雰同易さの芸安プ
増向　　経経経交　　フ
雌」二上験験験流定ス
図6．実質的なC運動者（Ca）とクラブ

　　　活動における成果

余

暇

生

活

の

充

実

（％）

］OO

50

□輩灘足

1■鱗霧足

農劣技警警麦夫情蓑護

進上」二験験験流定ス実
図7　形式的なC運動者（Cc）とクラブ
　　　活動における成果
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　図6・図7は，CaとCcのそれぞれについ

て，クラブ活動における満足・不満足をどの

ような具体的な要因によるものかをみようと

したものである。Caでは，、r学業へのプラス」

以外の項目では50％以上の者が満足の傾向に

ある。特に「友人・仲問との交流」は90％，

r健康の維持増進」は約8ユ％，r体カ・運動能

力の向上」は約79％，rよろこびの体験」は約

78％とかなり多くの者が満足の傾向にある。

不満を感じる項目としては，r学業へのプラス」

が約26％，r余暇生活の充実」が約20％であり，

やや多い。

　Ccでは，r友人・仲間とゐ交流」（約62％）

以外の項目に対しては，満足と感じる者の割

合は50％以下である。とりわけ，「学業へのプ

ラス」（約14％），r競技・試合の経験」（約27

％），r練習の苦しさ経験」く約29彩）は30％に

も達していない。その反面，これらの項目や

r技能の向上」などはやや不満の傾向にある。

　図6・図7の結果から，次のようなことが

いえる。

①　Caでは，クラブ活動を通して多くの要因

　によって満足感が得られている。しかし，

　練習に多く参加しているため，自由時間が

　減少し，学業への影響や余暇に他の活動が

　できないことに若干不満を感じている者が

　いる。

②Ccでは，全般的に満足度が低い。運動ク

　ラブの特徴が前述した①～④であるために，

　対外試合，ハードな練習，技能向上のため

　の努力などの経験が少なく，物足りなさを

　感じてCcとなっている者も多いと推測され

　る。

4）クラプ活動における問題点

　図8は，クラブ活動における問題点につい

て，CaとCcのそれぞれについてみようとし

たものである。

　Caでは，「経済的負担」（約30％），「学業へ

の影響」（約39％）が最も多い。これはCaとし

てクラブ活動に多く係われば係わるほど付随

、箒）

□実質的な・運動者

■■形式的なd運動者

50

指

導

者

指

導

方

法

図8

練

習
言十

固

や

そ

の

や

り

方

練

量

回一
数

時
間

・過

多

クラブ活動における問題点

（該当するものを3つ以内で選択させているため

合計数はユOO％を越える）
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もともと運動が好きで
ない

運動よりほかに好きな
活動がある

運動部や同好会の活動
は，あまり価値がない
ように思う

休が弱く，体力がない

練習で疲れる

時間がとられ，学業に
影響する

へりたいが，人間関係
がよくない

仲問づきあいがわずら
わしい

運動は好きだが，うま
くない

白分の忠うやり方で練
習できない

入りたいが，きっかけ
がつかめない

経費がかかりすぎる

適切な指導者がいない

施設や用具を思うよう
にf吏うない

家庭の都合で練習に参
加できない

自分の入りたいクラブ
や同好会がない

入りたいが，入る手続
きなどがわからない

一諸に活動する親しい
仲間がいない

□含；l1雌荒階層

麗St・・階層

0　　　　　　　　　　　　　　　　　50

　図9　クラプ所属に対する抵抗条件

l　OO
（％）

して発生する悩みであろう。その次には，r練

習計画やそのやり方」（約38％），r指導者・指

導方法」（約32％）などに問題が多い。これは，

主に練習場面での問題であり，運動クラブの

運営上，十分に改善の余地のある課題である

と考えられる。また，練習を支える条件であ

る「練習のための施設・用具」（約32％），「メ

ンバー数の不足」（約32％）も同じように多い。

施設については，大学の体育施設の運用とも

関連するものであり，メンバー数の問題はCc

を減少させるような経営的な努カをすること

によって，かなり改善できるとも考えられる。

　Ccでは，r練習計画やそのやり方」（約52％）

を問題点にあげる者が非常に多い。また，脂

導者・指導方法」（約35％）も問題点となって

いる。このことはCaの傾向とも一致し，Ccで

はクラブ内の人問関係が影響しているように

思われる。

　図6・図7でも予測できるように，この調

査の対象になった学生たちの所属するクラブ

では，練習計画や練習方法にメンバーの二一

ズを十分に組み込む工夫と努力が必要であろ

う。

5）クラプ所属に対する抵抗条件

　図9は，どのような要因が抵抗条件となっ

てクラブに所属しないのか，それらの抵抗条
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件が，クラブに所属しないで運動やスポーツ

をしている者（Area利用階層・Program参加

層）と運動を特に行っていない者（Stay階層）

との間にちがいがあるかをみようとしたもの

である。

　Area利用階層・Program参カロ階層とStay

階層ともに30％以上の者が抵抗条件として・

あげているものは「運動よりほかに好きな

活動がある」，「練習で疲れる」，「時間がとら

れ，学業に影響する」，r運動は好きだがうま

くない」など。学生自身の主体的条件に関す

るものであった。この学生の主体的条件は，

スポーツに対する興味・関心の問題と体力・

運動能カなどの身体的条件に区分できる。

　Stay階層に多くみられる抵抗条件として

は，「もともと運動が好きでない」，「運動よ

りほかに好きな活動がある」，r身体が弱く体

カがない」，「練習で疲れる」，「仲間づきあい

がわずらわしい」，「運動は好きだが，うまく

ない」などである。全体的にみると，多くの

項目において，Area利用階層・Program参

加階層よりもStay階層の方が高い値を示して

いる。Area干岬階層・Program参加階層の

方が，わずかな割合であるが多くみられる項

目としては，r自分の思うやり方で練習でき

ない」，「入りたいが，きっかけがっかめない」，

r経費がかかりすぎる」，r自分の入りたいク

ラブや同好会がない」など，体育事業や運営

上の問題が抵抗条件となっていることがわか

る。

4．エリア利用階層の実態とエリアサービス

の問題点

　運動を実践することにおいて，運動施設と

の係わりは，運動生活を方向づける大きな要

因であるといえよう。ここでは，Area利用

階層の運動生活の実態とその問題点を明らか

にし，エリアサービスの改善に役立てようと

するものである。

1）エリア利用階層の実態

　「あなたは，この一一年間に，自由時問に学

内の運動施設を利用して，自由なやり方で運

動を楽しんだことがありますか。」という質問

に対して，rある」と答えた者は全体の42％

（1，323名）であった。このエリア利用者42％

の中には，C1ub所属階層が含まれており，

前述した宇土の階層区分によるArea利用階

層は全体の23％（男子22％，女子24％）であっ

た。

　Area利用階層の実態を示すと図10のよう

l　OO％

エリア利用の有無
　　　　　　　　　利用した42％ 利用しない　5B彪

運動クラプヘの所属

運動プログラムヘの参加

性　　　　　　　別

学　　　　　　　年

学　群　　・　学　類

％■

l　OO　l　O

Y朗　46％　　　　　　　　　　No　58％ Y已筍33％ No　67％

lOO％

φ
lOOlO

Yes　65％　　　　　　　　　　No　35％ Y旦s　46％　　　　　　　　　　　　　　　　　No　54％

1OO％

％l

l　OO■

彫1

1001

％l

loo　l

人杜自然上ヒ人間生農林社工構基工医芸、不
文会　17％文8％物10％1O屠報12％学術1銅
9％　6％　　　　　　　5％　　　・6％　　　　　　　　6％

　　　　　　　　図10

7％5％

．エリア利用階層の実態
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学内近隣の道路広場

平砂テニスコート

ーノ矢テニスコート

追越テニスコ■ト

トレーニング室
（総　合　体　育）

屋　内　プ　ー　ル

ー’ノ　矢　遣　路
テ　ニ　ス　コ　ー　ト

多目的グラウンド

体芸テニスコート

3学群テニスコート

医学テニスコート

1掌テニスコート

第1’2サ・ソカー場

陸　上　競　技　場

第　1　体　育　館

第　2　体　育　館

628 1，2M

一　□蝸
486 947

398　　　　　　　　　　　791

175　　　　　　　　　　　558

284　　　　　　479

　302　　　469

224　　　　　　467

97

160

76

248

24B

239

78　153

45　　　151

56　　M3

76　141

68　125

テニスコート関係　4，309

［］一11利賭全体

魎工1」ア利用階層

図11　エリア利用者の施設利用状況

であった。エリア利用者の約1／2が運動ク

ラブに所属し，また約2／3の者が運動プロ

グラムヘ参加していることがわかる。性別で

みると，男子学生の占める割合が多いように

思われるが，全体のサンプルにおける男女の

割合（男子72％，女子28％）とほぼ同様であり，

とくに性差があるとはみられなかった。また，

学年別の割合は，学年が進むにつれてやや減

少する傾向がみられるものの，学年問に著し

い差はみられなかった。

2）エリアの利用状況

　図11～15は，学内の運動施設利用者の利用

場所，利用の曜日，利用の時問帯，利用頻度，

施設利用時の運動の内容を示したものである。

図中の数字は，それぞれの質問項目において，

1位・2位・3位と順位をつけて3つを回答

させたので，1位に3点，2位に2点，3位

に1点を与え，数量化したものである。

　（1）施設利用状況

　図11はエリア利用者が自由時に使っている

施設の状況を表している。「学内，近隣の道

路や広場」がきわだって高い値を示している。

道路や広場はもともと運動以外の目的のため

の施設であるが，特に運動にも利用される場

合には，宇土10）のいうr関係的運動施設」とし

てとらえられる。エリア利用者にとっては，

日常生活の場にもっとも接近した手軽な場所

として利用していることがうかがえる。この

ことは，平砂・一ノ矢・追越の学生宿舎内に

あるテニスコートの利用が，「学内・近隣の

道路や広場」に次いで多いことからも，十分

推察できる傾向である。これらの施設は，他

の学内体育施設とちがって，使用願等を提出

することなく，自由に使用できることが高い

利用度を示した要因の1つといえよう。

　宿舎内および学内体育施設としてのテニス

戸一トすべて杵施設利用度の上位12の中に

入っていることが注目される。これは，学内

体育施設として27面，宿舎内に7面，合計34

面のテニスコートがキャンパス中に用意され

ているという条件に加えて，学生の利用希望

が多いことによるものといえる。

　図ユ1の中で，Area利用階層だけの利用度

を斜線で表している。Area利用階層も，学
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月

火

水

木

金

土

日 3，481

利用の曜日

［］一1ア利1者全体

脇エリア利用階層

早　　　朝

昼　休　み

授業のあき

　　時　間

放　課　後
（午後5～7）

夜　　　間
（午後7以後）

図12

1，596

ユ，097

2，511

371

図13

2516

2，960

利用の時間帯

3
ユ
2
　
　
5
2
9

2，209

1，239

1、ユOO

［］一11利1者全体

翻エリア利用階層

ほとんど毎日

2～3日にユ度

週に1～2度

月に1～2度

3～4か月に
　1～2度

年に1～2度

3，295

利用の頻度

二一1111111

醐工1ア利用階層

1
．

2
．

3
．

4
．

5
．

6
．

正式ルールのスポ
ーツ　ゲームやそ
のた畠の練習

簡易なゲームや手
軽に行う練習

健康や体力をつけ
るための運動

ダンス，舞踊

散歩

その他

図14

1
,
 
854 

2, 182 

6
3
 
1
8
1
 
3
5
2
 

l ~~~ 

4，359

「二一1ア利1者全体

　　　　　　　　　　　　　鰯エリア利用階層

図15施設利用時の運動の内容
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内，近隣の道路や広場，宿舎内のテニスコー

トの順に高い値を示しており，全体としては

エリア利用者全体と同様の利用状況とみられ

る。しかしながら，Area利用階層の利用度

が利用者全体に比べてとりわけ低い施設がみ

られる。たとえば，トレーニング室，体芸テ

ニスコート，医学テニスコート，第1・2サ

ッカー場，陸上競技場などがそれである。こ

れらは，クラブ活動やその関連の自由練習時

に利用される傾向が強く，エリア利用者のう

ち，クラブに所属している階層の利用度が高

いことによるものとみられる。

　（2）利用の曜日，利用の時間帯，利用の頻

　　度，施設利用時の運動内容について

　利用の曜日別では，「日曜」「土曜」「水曜」

の順に多く，Area利用階層にとって，授業

時間割が施設利用の曜日に影響を与えている

といえよう。このことは，利用の時問帯にお

いても同様であり，「授業のあき時問」r放課

後」r早朝」といった順に使われており，授業

時間とのかかわりが示されている。利用の頻

度においては，「日に1～2度」r週に1～2

度」が多く，施設利用時の運動内容としては

「簡易なゲームや手軽に行う練習（キャッチボ

ール，円陣パス，ストローク練習など）」が最

も多い利用形態であった。

　寄金ら11）が，r筑波大学体育施設の利用状

況」を各施設ごとに報告している。その中で，

利用団体の主なるものは，体育会に所属する

「運動部」であるが，一般学生，特に有志的グ

ループによる利用もかなり認められ，「空き時

間帯」やr早朝」の利用が多く，また，これらのグ

ループが定期的な練習の方向に進みつつある

ことを報告している。今後，こうしたArea

利用階層の需要に応じた積極的なエリアサー

ビスが検討されねばならないであろう。

3）エリア利用に対する抵抗条件と問題点

　図16は自由時問に，自由なやり方でエリア

を利用しなかった理由としてあげられたユ4項

目に対して，「最もあてはまる」「ややあては

まる」と答えた者の割合が多い順に示したも

のである。「時間がとれない」「施設や用具を

借りる手続きがめんどうである」「思うように

場所が使えない」「運動より他の活動をしたu

などがエリア利用に対して抵抗となる主な理

由であった。これらの理由の中には，大別し

て2つの要因がとらえられる。ひとつは，「時

問がとれない」「運動より他の活動をしたい」

「仲問や相手がみつけにくい」「運動がうまく

ないので気がすすまない」など運動者自身の

持つ主体的な要因である。もうひとつは，「施

設や用具を借りる手続きがめんどうである」

「思うように場所が使えない」r施設や用具を

借りる手続きを知らない」といったようなエ

リアサービスのあり方と関連する要因であっ

た。運動者の主体的な要因にかかわる抵抗条

件を解消することは容易ではないが，エリア

サービスのあり方にかかわる要因は検討可能

な問題と思われる。そこで，現在のエリアサ

ービスに対する学生の要望を調べた結果は図

17のようであった。図中の数字は，図11～15

と同様の方法で数量化したものである。この

結果は，図16で示されたエリア利用の抵抗と

なる理由のうちとくにエリアサービスのあり

方と関連する項目と符合するものであり，「手

続きを簡略にしてほしい」「いろいろな活動に

専有されているので，もっと解放してほしい」

r屋内プールのように使える場所と時間帯につ

いて明示して公開してほしい」「用具貸し出し

のサービスシステムがほしい」など，いずれ

も現在のサービスの改善を求めるものであっ

た。

　図18は，今後もっと自由に利用できるよう

にしてほしい施設を3つあげさせ，図1ユ～15

と同様に数量化してその要望をまとめたもの

である。屋内プールの利用希望がきわだって

高く，ついで体芸テニスコート，トレーニン

グ室，屋外プール，野球場，第ユ体育館，総

合体育館のバスケットボール場，ライフル射

撃場の順で利用希望が示された。
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最もあてはまる ややあてはまる
どちらであまりあて全くあては
もない　　はまらないまらない

時問がとれない

施設や用具を借りる手
続きがめんどっである

思うように場所が使え
ない

］00％

運動より他の活動をし
たい

施設や用具を借りる手
続きを知らない

仲間や相手がみつけに
くい

使いたい場所が遠くて
気軽に行けない

運動がうまくないので，
気がすすまない

どんな運動をしたらよ
いのか適当なものがな
い

学業が忙しくて運動し
ているわけにはいかない

用具などに費用がかか
るので

運動はもともと好きで
ないのでしたくない

運動のクラプに入って
いるので必要がない

身体の具合が悪いので
運動できない

0　　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　’　　1OO

図16　エリア利用に対する抵抗条件

　以上のように，図ユ6から図18に示された運

動者としての学生のエリア利用に関する抵抗

条件や要望事項は，今後のエリアサービスの

あり方にさまざまな課題を与えたものであっ

た。

　本学は他大学と比べて恵まれた運動施設を

有しているものの，一般の学生が自由時に自

由なやり方で施設を利用するための条件はま

だ十分整えられているとはいえないことを，

今回の調査結果が指摘している。

　運動施設によっては，専門的な競技施設と

して運動部や同好会の利用が中心となってお

り，Area利用階層のための一般的・主体的

施設になり得ていないことが示された。また，

専門的な競技施設ではあるが，屋内プールの

ようにすでに週3回の学内開放を実施してい
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　手続きを簡略にしてほ
しい

　いろいろな活動に専有
．されているので，もっと

解放してほしい
3．屋内プールのように使え
る場所と時問帯について
明示して公開してほしい

4．用具貸し胆しのサービ
スシステムがほしい

5．気軽に指導してもらえ
るようにしてほしい

6．使い方についてのイン
フォメーションがほしい

7．そ　の　他

4，493

3，87ユ

2，568

1，858

1，057

1，475

133

図17　エリア利用のために望んでいること

屋　内　プ　　　ル

体芸テニスコート

トレーニング室
（総合体育館）

屋　外　プ　ー　ル

野　　　球　　　場

第　1　体　育　館

バス　ケ　ッ　ト　場

（総合体育館）

ライフル射撃場

平砂宿舎テニスコート

第’3体育館

多目的グラウンド

793

777

704

□一

559

604

512

501

494

48ユj

474

図18　自由に利用したい施設

る施設についても，学生はより以上の利用を

要望しており，学内開放の曜日や時間帯をさ

らに広げる必要性が示唆されている。安全に

’対する監視員の問題，運動クラブの利用の調

整など問題点が多いが，検討を急がねばなら

ない具体的な課題であろう。その他の多くの

施設についても屋内プールと同様に一般学生

の自由時利用のためのシステムとそのための

インフォメーションを行うことによってArea

利用階層の増加が期待できると思われる。

　一方，Area利用階層の施設や用具の利用

は，個人や少数の未組織な集団によるもので

あり，しかも土曜・日曜や授業の空き時間，

放課後がその中心となっている。したがって，

現状の施設使用規定によるユ週問前の申請と

許可の手続や24時間以内に制限されている用

具貸出の制度は，それほど計画的とはみられ

ない自由時の自由な利用にとって，大きな抵

抗条件となっていることが明らかにされた。

　今回の調査結果は，今後のエリアサービス

を検討するために有効な示唆をもたらしたと

いえよう。
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5．運動プログラム参加層の実態とプログラ

ムサービスに対する学生の対応

　筑波大学生の運動生活は，大部分が大学に

おける体育事業との関わりで成立している。

　彼等が生活の中で意図．的に運動を行う形態

の一つは，学内の運動プログラムに対応して

スポーツをするタイプである。ここでは，ス

ポーツデーで行われる各種の学内スポーツ試

合や体育センター主催のスポーツ教室に参加

して連動をする学生達の運動生活を明らかに

するとともに，これら運動プログラムの提供

に対する学生の対応をとらえ，今後のプログ

ラムサービスの検討に役立てようとするもの

である。

1）運動プログラム参加層の実態

　過去1年間における学内の運動プログラム

ヘの参加の有無を聞いたところ，参加したと

答えた学生は全体の44％であり，参加しなか

った者は56％であった。この44％をr運動プ

ログラム参加層」と呼ぷことにすると，これ

らの中には，各種の運動クラブに所属してい

る階層（C1ub所属階層）や自由時に運動施設

を利用して自由なやり方で運動している階層

（Area利用階層）も含まれている。そこで，

C1ub所属階層とArea利用階層を除いて，意

図的に運動する機会が学内の運動プログラム

ヘの参加に限定される「Program参加階層」

（宇土5）の分類，B案による第3階層）だけを

調べてみると，全体の11％であった。

　運動プログラム参加層の実態をもう少し探

ってみると，図19のようであった。

　（1）運動プログラム参加層の他の体育事業

　　への対応

　運動Program参加層の実態を性別，学年

別，学群・学類別，にとらえると図19のよう

であり，全学生の72％を占める男子学生のプ

ログラム参加率（75％）が女子学生（25％）より

多く，また学年が進むにつれてProgram参

加層が漸減する傾向であった。

　医学専門学群と芸術専門学群の学生のプロ

グラム参加は少なく，その他の専門学類の参

加は，25～36％の範囲でとりわけ大きな偏り

はみられないが，自然学類，生物学類，農林

学類，社会工学類，基礎工学類など自然科学

系の学生達のプログラム参加がやや積極的で

あるとみられる。

　さらに，運動Program参加層と不参加層

別に，他の体育事業への対応を調べてみると，

1oo％

学内の運動プログラムに参加した 学内の運動プログラムに参加しなか1た

運動プログラムヘの参加 プログラム参加層　44％ 不参加層　56％

篇一〇

％1
l　OO　l

運動プ日グラムヘの所属 Y巳昌　　29．9％　　　　　　　　　　　　　No　　　70．1％

届 l　o

1託1

運動のためのエリアの利用 Yos　　71．6％　　　　　　　　　　　No　28．3％ Yes　　53．2％　　　　　　　　　　　　　　　No　　蝸．7％

　　　　　　　　　　　　　　　　引
　　　　　　　　　　　　　　　　1001

一〇

％1

1001

掌　　年　・年・…　年脇「司
第1学群36％　　　　第2学群29％

　　　医芸；
第3学群25％学術I請

学群　　学類人文ネ　自然比人問生物農村社工情基工医
　　　　　　　11％6　19％　文8％8％8％10％報9％学

5％　　　　　　　　　　　6％ 賊100％

図19　運動プログラム参加層の実態
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Program参加層の方が運動クラブヘの所属

（48．9％）や自由時のエリア利用（71．6％）の割

合は高く，自発的に運動するどいう積極的な

姿勢がうかがえる。しかしながら，何かの理

由で運動プログラムに参加しなかった学生の

29．9％は運動クラブに所属し，53．2％は自由

にエリアを利用して運動していることも明ら

カ、になったo

　これらの結果は，学内の運動プログラムヘ

の参加が相当数にのぼり，前回（昭和56年6

月）の調査におけるPro馴am参加層とほぼ同

様であった。これらの結果は，年々検討が加

えられているスポーツデーなどのプログラム

サービスが学生の生活の中にかなり定着し，

有効に機能しつつあることも示唆している。

2）学内の運動プログラムヘの参加状況

　Program参加層がどのようなプ占グラム

にどれ位参加し，またどのような過程を経て

表7学内の運動プログラム（体育事業として公式に開催されるもの）

1．スポーツデー

ω　スポーツデー（予選も含む正式種目）

A．卓球
B．バスケットボール
C．剣　道．

D．ソフトポール

E．水泳　　I．駅伝　　M．飛込み
F、サッカー　　　J、バドミントン　N．運動会

G．バレーボール　K．ドッジボール

H．テニス　　L．水球
12〕 スポーツデー（オープン種目）

A．ハンドポール B．軟式野球

2．公開されたスポーツ教室

A．硬式テニス
B．剣　道
C．弓　道

D．軟式野球

E．飛込み
F．エアライフル射撃

G．ヨット
H、ゴルフ
I．ノベドミントン

図20　スポーツデーおよびスポーツデー以外のプログラムヘの参加状況

スポーツデー正式種目への参加状況
水泳脇

剣道ユ％

ソフ　トポール

　1．077

　22％

サッカー

　735
　コ5％

バレーホ’一ル

　598
　ユ2％

バスケットボール

　588
　ユ2％

ドッチボール

　482
　10％

卓球
351
7％

運動会

285
6％

バトミ
ン1・ン

300
6％

駅伝

187

4％

ス

143
3％

水　泳
とびこみ
1％

（解答総数　4，821） ■iOO％

スポーツデーオープン種目への種目

　　　　6．7％　5．6％←（正式種目に対

57％　　43％

学内のプログラム（スポーツデー　スポーツ教室）以外の
　　　　プログラムヘの差加状況

O
←　プログラム参加層

　　　　　　　　ユ00％
工，780人（lOO％）　　　　｝

学群・学類内のスポーツの親睦試合 参加した　47．7％ 参加しなかった　52．3％

同好会などの圭催するスポーツ教室や試合 参加した27．9％ 参加しなかった　71．9％

学外で行われたスポーツ教室や試合
参加した
　　　　　　参加しなかった　　81．7％］8．2％
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参加したのかをとらえることにする。

　（1）運動プログラムの種類と参加状況

　昭和57年度に体育センターの体育事業とし

てオフイシャルに開催された運動プログラム

は，表7のようにスポーツデー（年2回）にお

ける正式種目（14）とオープン種目（2），およ

び公開されたスポーツ教室（9）であった。

　公開講座として開催されるスポーツ教室は，

必ずしも本学学生だけを対象としていない上

に，対象を学外者に限定したプログラムもあ

って，学生が受講し難い実施計画のものが多

いので，参加学生数は9講座にわたってわず

か34名であり，参加層全体の1．9％にすぎな

かった。ここでは，主としてスポーツデーへ

の参加状況を考察の対象とする。

　学類や学群単位でなされる予選への参加も

含めて，スポーツデーの正式種目ユ4競技への

参加状況は，図20のとおりであった。

　メンバー数の多いチームゲーム，とりわけ

ほとんどの学生が過去に経験を有するとみら

れる競技種目への参加率が高い。このことは

後述する参加の理由や動機の主なものに，“ク

ラスやグループでの交友や親睦を深める．’が

あげられており，そのための手段としてチー

今ゲームヘの参加が促されたことによるとみ

られる。

　施設や場所の条件に恵れて成立する駅伝，

テニス，水泳，水球，飛び込み，などの種目

理　　　　　　由 動　　　　　機

は，特徴のあるプログラムであり，少数なが

ら年々参加者の増大がみられている。

　オープン種目として開催された競技は，ハ

ンドボールと軟式野球の2種目のみであった

が，正式種目の卓球やバトミントンと同じく

らいの参加状況であった。

　運動Program参加層が，スポーツデーな

どの公式のプログラム以外に参加している状

況は，図20のようであった。

　学群や学類の中で行われるスポーツの親睦

試合への参加率は47．7％であり，学内レガッ

タやスキー教室などのような運動部や同好会

が主催するプログラムヘの参加者は29．9％で

あった。しかし，より積極的に学外のスポー

ツ教室や試合にも参加する者の割合は，18．2

％にすぎなかった。

　（2）運動プログラムヘの参加の過程

　運動Program参加層が，どんな理由や動

機に動かされ，どれくらい練習をし，参加後

どのような効果を感じ得たのかを調べること

によって，プログラム参加のプロセスをたど

ってみると図21のようであった。

　プログラム参加の主な理由は，スポーツが

好きであるから，交友関係を広げるため，気

晴らしのため，などであった。

　参加の動機としてあげられるのは，友達に

さそわれたり，クラスやグループの代表に選

ばれたり，など他からの働きかけに追従する

練　　　　習　　　　　　　　効　　　　　果

1．スポーツが好きだから 工．友達にさそわれて　24．7％ （練習の程度） （参加後の変化）
24．6％

2．自分から進んで　23．7％ L　特に練習はしなかっ 1．交友関係が広がった

2．交友関係を広げるため た　　　　　40％ 22．3％

21．4％ 3．そのスポーツ種
目の経験があった　　15．2％ 2．2～3日前から練習 2．クラスのまとまりが

した　　　　34％ できた　　　　　15．8％

3．気晴らしのため
20．2％

4．何となく参加　　10．7％ 3．ユ週闇以上前から練 3．スポーツの楽しさに
習した　　　ユ7％ 対する意識ができた

5．クラス・グループ
4．生活を豊かにするため

ユ4．9％

の代表に選ばれて 4．日頃から練習してい
8．8％ （しかたなく）　　　9．5％ るので，特別に練習 4．自己の体力にっいて

しなくてよかった の認識が深まった

5．身体を丈夫にするため 9％ 13．6％

5．3％
正課体育の授業で履　　　　　　　　　　19．3％習したのがきっかけ 5．スポーツヘの関心が

深まった　　　　　9．5％

図21　運動プログラム（スポーツヂー）参加の過程

　　　一プログラム参加の理由，動機，練習，効果一
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ものと，そのスポーツの経験があり，自ら進

んで参加する，など内発的なものが認められ

た。

　また，正課体育の教業での学習経験が動機

づけとなって，そのスポーツのプログラムに

参加した者はPro駆am参加層全体の19．3％

であり，それらの種目をあげると表8のよう

であった。このことは，正課体育がめざして

いるスポーツの生活化のあらわれとして注目

しておかねばならないし，同時にプログラム

サービスの意義や役割をも示唆しているであ

ろう。

　こうした理由や動機に動かされたProgram

参加層の中には，試合を控えて特別に練習

しなかった者が40％もあったものの，一方で

は2～3日前カ干ら（34％）あるいは1週間以上

前から（17％）練習をした者が51％を占め，さ

らに日頃から練習をしている者9％を加える

と，全体の60％は試合当日の活動にとどまら

ず，プログラム参加をめざしてスポーツ活動

を継続したことになる。参加したプログラム

にっいては図20に示したとおりであった。と

ころで，プログラム参加後彼等はどのような

変容，あるいは効果をとらえているのであろ

うか。図2ユの結果から次の二つの傾向が読み

とれる。一っには，交友関係の広がりやクラ

スのまとまりのようなスポーツによる人問関

係の改善をあげ，もう一っは自己の変容とし

’表8　正課体育の授業がきっかけとなった

　　　プログラムヘの参加状況

正課体育がきっかけとなった参加者数：343人
全プログラム参加層ユ，780人の（ユ9．3％）

種目別の参加件数

川員位　　スポーツ種目　杜equency　％

1．　サッカー
2．　バレーボール
3．　バスケットボール
4．　ハンドボーノレ

5．　ノくドミントン

6．　テニス

7．　ソフトボール
8．　卓　球

9．　陸上競技
9．　水　泳

9．　剣　道

12．　野　球
ユ3．　ラグビー

14．　オリエンテーリング

ユ5．　弓　道

22，4
20，5
16，3
ユ5，3

10．0
5．9

3．2

王．6

1．ユ

1．ユ

ユ．1

0．8

0．5

0．3

0．3

参加件数合計　　　　　380（ユOO％）

表9　今後のプログラム（スポーツデー）

　　での希望種目

（これまで学内で実施されたもの以外につ
　いてのベストユO）

順位　　スポーツ種目　frequency　％※

ユ．　ボーリング

2．　野　球

3．　オリエンテーリング

4．　サイクリング
5．　軟式テニス

6．　フリスビ■
7．　ゴルフ

8．　ボート

9．　マラソン
⊥。陸上競技

ユ，064　（20．3）

　649　（12．4）

　529（工O．1）

　4ユ6（7．9）

　333（6．3）
　3！5（6．O）
　278　（　5．3）

　236　（　4．5）

　227（4．3）
　150　（　2．8）

※（％）は希望種目についての全解答数
　5，250をユOO％として算出した。

表10　学内のプログラム（スポーツデ）に参加しない理由

　　　一運動プログラム参加への抵抗条件一

順位　　　　理　　　　　　　由 frequency　　％※

ユ．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

ユO．

早朝から試合があり，めんどうだった
他の活動と重なった

運動プログラムについて，よく知らなかった

参加の手続がめんどうだった

運動がへただから

参加してもつまらないと思った

自分がやりたい運動種目がなかった

いっしょに参加する適当な仲問がいなかった
もともと運動がきらいだった

参加したかったが，人数などの制限があって
出られなかった

792（ユ5．2）

650（12．5）

566（10．9）

527（10．1）
487　（　9．4）

483　（　9．3）

4ユ9　（　8．1）

4ユ1　（　7．9）

220　（　4．2）

ユ75（3．4）

※（％）は参加しない理由についての質問に対して，「もっともあ
てはまる」および「ややあてはまる」と解答した総数5，ユ95を

　100として算出した。
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て，スポーツの楽しさに対する意識や関心の

増大，体力についての認識の深まりをあげて

それぞれ評価している。

　以上のような結果に基づいて，学内の運動

プログラムヘの参加の過程を考察すると，二

つのパターンがとらえられる。

　すなわち，一っの流れは友達にさそわれ，

グループやクラスの代表に選ばれたことがき

っかけとなり，交友関係を広げることを目的

に，主としてチームゲームに参加し，その結’

果クラスのまとまりができたことや交友関係

の深まりを評価しているもので，集団参加型

とみられるパターンである。これに対しても

う一つのプロセスは，自らスポーツが好きで

経験があり，生活を豊かにしたり身体を鍛え

ようと自ら進んで出場し，個人競技や対人競

技（卓球，バトミントン，テニスなども含む）

などで頑張り，その成果として自己の体力を

認識したりスポーツの楽しさを自ら体験した

ことに満足しているもので，個人参加型とみ

なされるパターンである。むろん，すべてを

これらのパターンにあてはめることはできな

いまでも，典型的な二つの参加プロセスとし

て捉えることはできよう。

　これらの参加プロセスはまた，現在のスポ

ーツデーが持っ意義や役割を示唆している。

　（3）今後のスポーツデーで希望する種目

　Program参加層に限らず，すべての学生

を対象に今後スポーツデーで希望する種目を

調べた結果は表9のようであった。

　全体のユO％以上の学生が希望しているベス

ト3はボーリング（ユ，064人，20．3％），野球

（649人，ユ2．4％），オリエンテーリング（529人，’

ユ0．1％）であり，いづれも正課体育で開講され

ている種目であった。

　ボーリング，サイクリング，ゴルフ，ボー

ト，などのように学外にその施設を求めねば

ならないものもあるが，プログラム立案の工

夫によってはこれらの種目の実施も不可能で

はない。軟式テニス，フリスビー，マラソン，

陸上競技，野球，などの種目の実施は十分可

能であろう。

　こうした希望種目の実現が新たな参加層を

産み出す期待があるだけに，今後のプログラ

ムサービスにおいて十分検討が求められる。

3）運動プログラム参加の抵抗条件

　運動Program不参加層を対象に参加しな

かった理由を調べた結果は表10のようであっ

た。運動プログラムに対して運動者がどのよ

うな行動傾向をとるかは，プログラムサービ

スの考え方や運営の方法を検討する上で重要

な問題といえる。そのための手がかりとして

運動の機会から逃避し，プログラム参加を阻

んだ理由（抵抗条件）を取りあげた。

　運動がへただから（9．4％），参加してもつま

らない（9．3％），運動がきらいだ（4．2％），な

ど主体的条件が抵抗になっている場合が認め

られたが，その他の理由は，スポーツデーの

開催方法（期日，試合方法，参加方法，種目の

選定，公報，など）の検討によって解消可能な

ものが多かった。

　表9にみられた希望種目を取り入れてプロ

グラムの多様化を図ったり，現行の春・秋の

定期的開催以外にもプログラムを提供したり，

正課体育の受講クラスを単位とするチームの

参加を促し，学習成果の発表の機会とすると

同時に参加するための仲問の条件を整えたり

することなど，今後のプログラムサービスに

対するさまざまな示唆が得られたといえよう。

6．S舳y階層の運動生活

　ここでは，体育系の課外活動団体に所属せ

ず，体育的なプログラムにも参加せず，また

自由時間に自由なやり方で運動を楽しむこと

もせずに，正課体育の授業以外には意図的な

運動はほとんど行っていない学生，いわゆる

Stay階層について考慮するものである。’運動

生活の階層的なとらえ方からいえば，Stay階

層は運動することから逃避しているもっとも

消極的な学生達とみられる。
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　今回の調査によると，Stay階層は全体の29

％を占めており，男子では26％であったが，

女子では36％にも達していた。このことは男

子では4人にユ人の学生が，女子では3人に

ユ人が，義務づけられている正課体育の授業

で運動する以外には意図的に運動しないこと

を意味しており，予想以上に多いことが注目

される。この結果は前回（昭和56年6月）の調

査結果4）（Stay階層：全体で21％，男子ユ8％

女子29％）を上まわるものであった。このよう

な現状においてStay階層を減少させること

は，これからの体育事業が解決しなければな

らない大きな課題であり，そのためにもStay

階層の実態を十分把握しておくことが必要で

ある。ここでは，Stay階層以外の学生との比

較を中心としてStay階層の実態をとらえるこ

とにする。

1）Stay階層の体カ・運動能カに対する自

己評価

　図22は，健康や体力㌧運動能力にっいての

自己評価を示したものである。Stay階層で，

自分があまり健康でないと考えている者はユ2

％だけであるが，あまり体力・運動能力はな

いと考えている者は49％とほぼ半数を占めて

おり，体力・運動能力の不足を自覚している

者の多いことを示している。．また，体力・運

動能力の不足を自覚していながらも，健康や

体力にあまり注意を払っていないという者が

36％もあり，どの点においてもStay階層以外

の者に比べて劣っているということがわかる。

　図23は，過去のスポーツに対する姿勢にっ

いて，幼児から小学校，中学校，高校と分け

て調査したものである。小，中，高校時代を

通じて，Stay階層の者でスポーツに対して積

極的だったのは，Stay階層以外の者g約半数

にすぎない。特に高校時代においてはスポー

ツに対して積極的だった者が17％と極端に減

少し，消極的だったと答えた者が63％にも達

しているが，これは大学受験が大きく影響し

てスポーツから遠ざかったものと思われる。

　　　　　　　　（％）

健康にっいて

68　　　　　　　　　　　12

57　　　　　　　　　5

Stay艀嵩炉；

Stay嗜皆J師

以外

鰯健康であ1 □普通 ㎜論い

（％）

体力・運動能力
について

49 49

66 19

Stayド砦’肖

St臼y階屑
以外

鰯劣鰐能□普通 “鰍鮒

（％）

健康や体力に払
う注意について

53 36＼

60
“1

Stay1塒屑

Stay胆皆1酋

以外

・匿萎嚢豆蝋繋□妄潰樽 ㎜鰍縦意
図22　健康や体力・運動能力についての自己評価
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幼児から小学校時代までス’ポ

ーツを積極的にやりましたか

26　　　　　13

・O　　1111111蕪111111　　1・　　16

Stay旧特炉；

St口y躬特炉1

以外

巾学校時代に，スポーツを積
極的にやりましたか

27　　　　　　16

37

St日yl≡特炉＝

Stay1幣1朽

以外

高校時代に、スポーツを積極
的にやりましたか

Stoy1喘炉＝

StHv1峠与＾｝；

以外

あなたの家族はスポーツに対
し，積極的でしたか

St日y畔与肘＝

Stoy1呈特’梢

以外

脇灘禦

鰯妄灘的

・□舳であ一た㎜概笑

麗顯的
図23　過去のスポーツに対する姿勢

また，Stay階層の者の家族は，Stay階層以

外の家族よりもスポーツに対する積極性がな

く，本人のスポーツに対する姿勢にある程度，

影響を及ぼしているものと考えられる。

2）運動・スポーツに対する抵抗条件

　体育系課外活動団体に所属することに対す

る抵抗条件としてあげられる各項目について

まとめたのが図24である。“運動よりほかに

好きな活動がある“，“練習で疲れる’’，“特別

に思いあたらないが何となく“等の理由が多

く，Stay階層以外の者との比較では，“もと

もと運動が好きでない＾，“身体が弱く体力が

ない＾，“仲間づきあいがわずらわしい＾とい

う理由において違いがみられ，Stay階層の運

動に対する消極的な姿勢がみうけられる。し

かし，“運動部や同好会の活動はあまり価値

がないように思う’’においてあてはまると答

えている者は6％と少ないので，本人は運動

に対して消極的であるが，体育系課外活動団

体の価値や意義は認めているということだろ

う。指導者，施設・用具，家庭状況等の外的

要因による理由ではあてはまると答えている

者が少ないので，体育系課外活動団体に所属

しないのは，本人の運動に対する意欲，積極

性のなさが原因となっていると考えられる。

　図25は，学内の運動プログラムに参加する

ことに対する抵抗条件としてあげられる各項

目についてまとめたものである。Stay階層の

理由としては，“早朝から試合がありめん

どうだった’‘，“運動がへた’’があげられる。

また，“運動がへた’’，“もともと運動がきら

いだっだ’という理由で，Stay階層以外の者

と大きな違いがみられ，ここでもStay階層の

運動に対する意欲のなさがうかがえる。

　図26は，自由時間に自由なやり方で運動を

楽しむことに対する抵抗条件としての各項目

についてまとめたものである。“運動より他

の活動がしたい‘’，“施設や用具を借りる手続

きがめんどうである’I，“時間がとれない‘’，

“施設や用具を借りる手続きを知らない“，“運

動がうまくないので気がすすまない“等の理

由が多いようである。“運動より他の活動が
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（％）

もともと運動が好きではない

運動よりほかに好きな活動がある

運動部や同好会の活動はあまり価値2
がないように思う　　　　　　　　ユ

Stay階層

Stay階層以外

Stay階層

Stay階層以外

Stay階層

Stay階層以外

身体が弱く，体力がない

練習で疲れる

時間がとられ，学業に影響する

入りたいが，人間関係がよくない

Stay階層

Stay階層以外

Stay階層

Stay階層以外

Stay階層

Stay階層以外

Stay階囑

Stay階層以外

仲間づきあいがわずらわしい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

21　　　　　21

15　　　　　28

　35　　　　　Stay階層

43　　　　　　Stay階層以外

運動は好きだが，うまくない

自分の一患うやり方で練習できない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
入りたいが、きっかけがっかめない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
経費がかかりすぎる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
適切な指導者がいない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
施設や用具を思うように使えない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

Stay階層

Stay階層以外

Stay階層

Stay階層以外

Stay階層

Stay階層以外

Stay階層

Stay階層以外

Stay階層

Stay階層以外

Stay階層

Stay階層以外

家庭の都合で練習に参加できない 2　．4112
111＝511≡8 20

18 　63　　　　　　　　　Stay階層

66　　　　　　　　　　Stay階層以外

n分の入りたいクラブや同好会が
ない

入りたいが，
らない

　27

18

Stay階層

Stay階層以外

入る手続きなどがわか紐石腰1二膿以外

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
一緒に活動する親しい仲闇がいない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

特別に、1忠いあたらないが，何となく

Stay階層

Stay階層以外

Stay階層

Stay階層以外

㎜最もあてはまる［コどちらでもない㎜搬ξは

璽ややあてはまる鰯謝あてはま

図24 体育系課外活動団体に所属することに対する抵抗条件’
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（％）

白分がやりたい種目がなかった
Stay艀皆’商

Stay階層以外

参加したかったが，人数などの制限
があって1’Hれなかった

Stay　i王皆」曽

Stay階層以外

運動部員は参加してはならなかった
O06　6　　　　　　　　　　　88

21　6　7 84

Stay　l≡皆’脅

Stay階1胃；以外

」緒に参加する適当な仲間がいなか
った

Stay1階1尚

Stay階屑以外

競技に負けると，あとでいやな魁い
をする

、一7＝＝　18　　　　27

≡’4…l1　　21

　　　46　　　　　　　　　　Stay1階1き；

6　　　　　　　　　　Stay階属以外

疲労の残ることが心配であった
1、：・’一’’’／］≡．・≡．一　　16　　　　27

21－171葦9　　20

　　45　　　　　　　　　　Stay1呈皆炉与

62　　　　　　　　　　　　　Stay■階，、〒≡以夕も

学業に影響すると一1盟った
　l1一一71．　15　　　25

2，3　　g　　18

　　52　　　　　　　　　　　Stay峠引剖

68　　　　　　　　　　Stay階屑以外

他の活動と重なった
15　　　　　　　　　　14　　　　16

28　　　　．・、・24・．　　9　］O

34　　　　　　　Stay」特’1哨

　29　　　Stay階脚以外

身体が弱い，身体が故障していた 、綴護111111；；：；l1以外

もともと運動がきらいだった
9　　　　　　　　　　　19　　　　　　25

3　　　　11　　　　25

　　　　　27　　　　　Stay　l≡牌’副

㎜　　　　St日y1榊似外

運動がへた
16　　　　　　　　　　　36＝≡　　　　　　　　　　　16

7　1・1＝120－1葦1　　14　　　23

ユ9　　　　　］3　　Stay1階炉；

　35　　　Stay1糖属以外

参加］してもっまらないと腰、った
S胎y1特』軸

Stay1階’勲以夕水

運動プログラムについて，よく知ら
なかった

St日y1塒’嵩

Stay1晧」噌以夕水

■参カロの手続きがめんどうであった
Stay1階1嵩

Stay階属以外

早勒から試合があり，めんどうだった
18　　　　　　　　　　　　　　　17
ユ9

　　　　13　　　　　16　　　Stay1階1謁

13　　ユ1　　　17　　Stay階屑以外

腕跳あてはまる

璽ややあてはまる

□
　　　　どちらとも
　　　　いえない

竈
　　　　ややあては
　　　　まらない

㎜
　　　　全くあては
　　　　まらない

図25 学内の運動プログラムに参加することに対する抵抗条件
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（％）

忠うように場所が使えない
Stay階層
Stay艀皆雇…以夕氷

施設や1羽具を借りる手続きがめんど
うである

ユ1

21

20　　　　16　　　11　Stay階層

　　　15　　　13　　g　Stay階層以外

施設や川具を借りる手続きを知らな
し、

12　　　　　　　　　　　　18

13　　　　　　　　　　　　15

　21　　　19　Stay階層
21　　　　　24　　　Stay階層以外

使いたい場所が遠くて気軽に行けな
し、

6．　　　　　　　　　27

6　　　　　　　　　　　　　31

26　　　　　17　　Stay階層

24　　　　　18　　Stay階層以外

仲問やヰl1手がみつけにくい
Stay階層
Stay1圭皆』蓄以夕水

11与間がとれない
18　　　　・l135≡、．

27

2ユ　　　　　　　18　　　　　9　　Stay㌍皆’審

　　　16　　14　7St・y階層以外

運動がうまくないので，
ない

気がすすま Stay階層

Stay階層以外

運動はもともと好きでないので，し
たくない。　　　　　　　　　　　　3

Stay階層

Stay階層以外

身休の具合が悪いので運動できない
2

1，3

Stay階層

Stay階層以外

運動のクラブに入っているので必嬰O，2117　　12

がない　　　　　　　　　8　．一12葦　13 18

79 　　　　　　　　　Stay階層

48　　　　　　　Stay階層以外

運動より他の活動がしたい
Stay階層

Stay階層以外

どんな運動をしたらよいのか．
なものカ｛ない

適当　2 Stay階層

Stay階層以外

学業が忙しくて，
にはいかない

運動しているわけ Stay階層

Stay階層以外

川具なと’に費用がかかるので
1
2

24

22

脇最もあてはまる ［］織六も ㎜ま嚇は

Stay階層以

Stay階層以外

騒ややあてはまる 翻主概は

図26 自由時間に自由なゆり方で運動を楽しむことに対する抵抗条件
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したい阯，“運動がうまくないので気がすすま

ない‘‘の理由において，Stay階層以外の者と

の違いが目立つ。

　これらの運動に対する抵抗条件で共通なも

のは，“運動より他の活動がしたい㌻“運動

がうまくないので気がすすまない’’であり，

Stay階層の運動に対して消極的な様子がはっ

きりとあらわれている。しかし，図24では，

“運動は好きだがうまくない’’という理由で体

育系課外活動団体に所属しないと答えている

者が44％にも達している反面，“運動部や同好

会の活動はあまり価値がないように思う‘．と答

えている者は6％しかないことをみれば，導

動を根本から否定しているものではないと思

われる。運動はそれほど嫌いではなかったの

だが，大学受験や身体的条件などの影響で運

動から遠ざかることになり，運動以外の活動

に積極的になっていたともみられる。体育系

課外活動団体に所属することに対する抵抗条

件では施設・用具等の外的要因によるものは

少なかったのだが，’自由’時問に自由なやり

方で運動を楽しむことに対する抵抗条件では，

施設・用具や手続き等の外的要因による理由

も目立ってきている。この外的要因が大きな

比率を占めるということは，前回（昭和56年

度）の調査でも同様な結果を得ているもので，

これらの点を改善すれば体力・運動能力の不

足を自覚している者の多いStay階層だけに，

運動に対する積極性を増し，Area利用階層へ

の変容が可能かもしれない。

　表工1は，今後，もっと自由に利用できるよ

表12

うにして欲しい施設について示したものであ

る。Stay階層，Stay階層以外のどちらもほ

ぼ同じような施設を希望しており，プールと

テニスコートの希望が多いが，最近のテニス・

水泳のブームとともに身近にある施設を利用

しようとしているものと思われる。また，ト

レーニング室を希望しているのは，体力不足

、を自覚して自らトレーニングしようとする意

識のあらわれともみられる。

3）正課体育に対する対応

　表ユ2は，正課体育の定時コースにおいて，

これまでに履修した種目の状況について示し

たものである。種目によって開講時数や受講

人員に違いがあるので，ただ単に人数だけで

種目に対する興味，関心の度合をみるわけに

はいかないが，この表からStay階層の者は体

力不足を意識してか，体操トレーニングや陸

上運動など，体力向上をねらいとするような

種目を多く履修してきているようである。ま

た，個人種目の履修が多いことも特徴といえ

表11今後，もっと自由に利用でき

　　　るようにしてほしい施設

（％）

施　　設 Stay階層 Stay階層以外

屋内プール 17 玉5

テニスコート 17 17
第1第2トレーニング室 7 5

屋外プール 6 5
ライフル射撃場 5 4
学内・近隣の道路や広場 5 2
多目的グランド 4 4
キ　ャ　ンプ場 3 2

第三体育館 3 4
バスケット場 3 4
ゴルフケージ 3 2
第　1　体育館 3 4

衣1Z　し仙ま〕」側彦し1こ僅目）リ1八肌　　　（％）

種　　　　目 Stay階層
Stay階層以　　外

種　　　　目 Stay階層
Stay階層以　外

体操トレーニング 14 8 バスケットポール 4 8
陸上運動 7 7 サッカー 4 8
剣　道 7 5’ 卓　球 4 2
柔　道 6 5 器械運動 4 3
バドミントン． 6 6 オリエンテーリング 4 2
バレーボール 5 9 基本運動 3 3
硬式テニス 5 7 ライフル射撃 3 ユ

水　泳 5 5 ラグビー 3 5
サイクリング 4 2 ゴルフ 3 2
ハンドボール 4 9 弓　道 1 1

これまでに履修した種目の状況
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表13　正課体育履修による影響
（人）

Clubに所属 Programに参加 自由に運動

Stay階層
Stay階層

以　外
Stay階層

Stay階層以　外

Stay階層 Stay階層
以 外

体操トレーニング O 0 O 0 1 4工

陸上運動 0 0 0 5 0 13
基本運動 ．0 P 0 0 一2 2
器械運動 0 0． 0 0 0 2
水泳 0 0 0 5 9 95
オリエンテーリング 1’ 2 0 1 1 3
サイクリング 0 0 0 0 2 4
ゴルフ 0 ’0 ．0 0 1 工0

ライフル射撃 0 0 0 O 0 0
弓道 O 0 δ 1 O 0
柔道 1 2 1 O 1 0
剣道 0 4 0 6 0 3
空手 O ユ 0 0 O 0
サッカー 0 ユ3 ユ 97 工 25
ラグビー 且 4 0 3 0 3
バスケットボール O β 2 73 0 19

バレーボ∵ル 1 9 6 86 ・0 2事

ハンドポール o 7 ユ 65 0 3
野球 0 O O 3

O
、 9

ソフトボール O 0 O 13 0 8
硬式テ三ス 0 13 0 23 8 163一
バドミントン 0 14 2 51 7 35

卓球 0 0 O 12 3 3’8・

トリム運動 0 0 0 0 0 0
ヨット O 0 O b 0 0
ボート 0 0 0 0 0 0
ウインドサーフイン 0 0 0 0 0 3

計 4 75 ユ3 444 36 502

表14　開設科目の履修希望状況
（％）

種　　　目 Stay階層
Stay階層以　外

種　　　目 Stay階層
Stay階層

以　外
硬式テニス 14 18 基本運動 3 2
ライフル射撃 12 8 弓道 3 2
バドミ．ントン 8 6 オリエンテーリング 2 1
サイクリング 8 5 剣道 2 1
卓球 7 4 野球 2 5
バレーボール 6 9 ソフトボール 2 4
体操トレーエング 5 2 サッカー 2 6
水泳 5 5 陸上運動 2 1
ゴルフ 4 5 柔道 2 1
バスケットポール 4 5 ラグビー 2 3

る二それに対し，Stay階層以外の者はバレー

ボール，ハンドボール，バスケットポーノレ，一

サッカー等，球技系の種目を多く履修してき

ている。これは，Stay．階層の者が集団で行う

スポーツに対してわずらわしさを感じており；

スポーツそのものの楽しさを感じることがで

きないと同時にスポーツ技能の不足を自覚し

ていることなどがうかがえる。

　表13は，正課体育履修による影響について

示したものである。Stay階層の者はStay階

層以外の者に比べ，正課体育で履修したこと

がきっかけとなってその後，‘‘運動部や同好

会に所属して運動するようになった“，“スポ

ーツデーやスポーツ教室に参加して運動する

ようにならた“，“自由時問に施設や用具を利

用して一自由に運動するようになった＾のいず

れにおいても非常に人数が少なかった。この

ことは正課体育の履修が，Stay階層の運動生

活を大きく変容させるまでに到っていないこ

とを示している。
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表15履修希望の理由
（％）

項　　　　　　　目 Stay階層
Stay階層以　　外

やったことがないが，新しい体験をしよっと思ったので 15 12

運動不足を解消し，健康の増進をはかりたいので 15 9
この種目なら人並にできると患ったので ユ3 9
体力や運動能方を高めたいと思っ．たので 8 7
体カや技能が劣るが，この種目ならできそうだったので 8 3
その種目の技術をいっそう高めたいので 6 13

その種目について，もっと深く知りたいので 6 9
施設の条件が恵まれているので 6 2
中学・高校のクラブ活動で経験した好きな種目だから 4 8
筑波大学でしか履修できないと思ったので 4 4
中学・高校の体育の授業で経験した種目なので 。4 6
自然とのふれあいを求めて 3 7
友人や仲間との交流を求めて 2 5
友人や仲問にすすめられたので 2 2
スポーツのマナーや態度を養いたいので 1 2
自分の身体条件（ケガや障害など）に適した種目なので 1 1
指導教官にひかれて。 1 2
苦手な種目だがあえて挑戦しようと思ったので 1 1

　表14は，ガイダンスにおいて履修したいと

思った開設科目について示したもあである。

最も希望の多い科目はStay階層，Stay階層

以外のどちらにおいても硬式テニスである。

これまでに履修した種目では体操トレーニン

グ等，体力向上をねらいとするような種目の

履修が多かったが，ここではライフル射撃の

ように概して運動量の多くない種目やバドミ

ントン等のようにスポーツの中では手軽に行

えるような種目の履修を希望しており，履修

希望現況からは，体力不足を自覚し，積極的

に運動していこうという姿勢はあまりみられ

ない。これも，前回の調査とほぼ同様な結果

となっている。

　表15は，第一希望の開設科目を希望する理

由について示したものである。Stay階層の者

は，“やったことがないが，新しい体験をし

ようと思ったので“，“運動不足を解消し，健

康の増進をはかりたいので“といった理由が

多いが，“この種目なら人並にできると思っ

たので？，‘‘体力や技能が劣るが，この種目な

らできそうだったので．．というような運動に

対する消極的な姿勢からでてくる理由も多く，

前回の調査においても，それぞれユ6％，7％

と高い割合を示している。これらのことから

Stay階層の中には，運動に対する消極性から

正課体育に対しても多く．を期待していない者

もいるということが考えられる。Stay階層以

外の者では，新しい体験，健康増進の理由の

他に，“その種目の技術をいっそう高めたい

ので’：“その種目について，もっと深く知り

たいので．’というよ．うに，授業や運動に対し

て積極的な姿勢がうかがえるし，“自然との

ふれあいを求めて’’といった理由も多い。

　図27は，現在の正課体育の定時コースに対

する満足度について示したものである。“定

時コースと集中コースを開設する制度’‘と“定

時コースで用いる施設・用具の条件＾におい

て満足度が高く，’四年間，正課体育を履修

する制度．’，“定時コースの種目選択・抽選方

式“，“定時コースの開設時問割’Iにおいて不満

の多いのが目立つ6’特にStay階層以外の者に

比べ，“四年問，正課体育を履修する制度’に

おける不満が多い。これまでの結果から，Stay

階層の者は運動に対して消極的で，また，そ

れに関連して正課体育に対しても多くのこと

を期待していないとみられるが，それらのこ

とを考慮すると，Stay階層が，“四年間，正

課体育を履修する制度＾に不満をもつ者が多

いのは当然のこととも考えられる。“定時コ

ースの開設時間割“ではStay階層以外の者も

同様に不満が多いが，これらは希望する種目
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（％）

四年間，正課体育を履　　ユユ

修する制度　　　　　　　　　24

定時コースと集中コー　　　　22

スを開設する制度　　　　　　　30　’

定時コースの種目選択
抽選方式

25 　24　　　　　　20　　Stay階層

24　　　　　17　　　ユO　Stay階層以外

　　　　　　　　　　2
　　　　　　　　　r＞ユ
　　　　　　　　　　Stay階層
　　　　　　　　　　Stay階層以外

定時コースで用いる施　　　17

設・用具の条件　　　　　24

25

23

Stay階層

Stay階層以外

　　　　　　1→1
43　　　　　　6　－Stay階層

　33　　　　　6；Stay階層以外
」ユ

定時コースの開設時間
割

39

41

31

3■ユ

ユ6　　Stay階層

10　Stay階層以外

ド3

定時コースの授業時問
（75分授業）

Stay階層

Stay階層以外

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1→3
　　　　　　　　　　　醐非常に満足［コどちらでもない醐11常に不満

　　　　　　　　　　　慶萎麹やや満足　園やや不満

　　　　　　　　　　　　　　図27　現行の正課体育に対する満足度

　　　　　　　　　　　　　　　　（％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていないことのあらわれとみられる。

1種目を4年間継続する　　　　　　　　　　　　　　　　　　図28は，正課体育の受講のしかたについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の意識を示したものである。前出の正課体育

ユ学年に1種目を選択して，　　　　　　　　　　　　　　　定時コースに対する満足度では，“四年問，

4年問に4種目を行う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56　　　正課体育を履修する制度‘’に対して不満を示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しながらも，ここでは一応，“学年毎に好き
1学期に1種目を選択して
ユ掌年に3種目を行う　　　　　　　　　　　　　　　　な種目を一種目選択し，四年間で四種目くら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い受講する“という現在の方法を希望する者

学年毎にいろいろな種目を　　　　　　　　　　　　　　　が多く，Stay階層以外の者との差はほとんど
組み合わせる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みられない。

卜2年次は基礎体ヵ作り．　　　　　　　　　　　　　　　　図29は，前年度受講した授業における満足
3～4隼次はスポーツ種目
を選択する　　　　　　　　　　　　　　　　　　度について示したものである。“学習・指導の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すすめ方’’において最も満足度が高く，特に
その他　　　㎜・脚階酬　不満の目立つものは少ない。・運動技能の伸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び方’．についてはStay階層，Stay階層以外の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どちらにおいても不満が多く，満足という者
　図28　正課体育の受講のしかたに対する意識

（％）

1O

8

51

2
0
2
1

　
　
g
5
5
］
5
6
5

□晦階層㎜晦階層／

を選べない等の理由から学生全体に不満とす

る者が多いものと考えられる。“定時コース

の授業時間’’においてはStay階層の68％もの

学生が満足，不満のどちらでもないと答えて

いるが，これも正課体育にあまり関心をもっ

も少ない。このことは，学生は正課体育に対

して新しい体験をすることや健康増進を期待

しながら，さらに，運動技能を高めるという

ことも望んでいることを示唆している。した

がって，運動に対して消極的で，正課体育に

さえも意欲去示さないStay階層に対しては，
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（％）

運動技能の種類と程度　　　ユ2

（レベル）　　　　　　　　ユ6
37　　　　　g
28　　　　　12

　　　　　　　　　15運動技能の練習々法に
っいての内容　　　　　　　ユ8

34　　　　　9
26　　　　　12

1Stay階層
2Stay階層以外

1Stay階層
2Stay階層以外

13

運動量の程度
　　　　　　　　　18

29　　　　　　15　　2Stay階層

24　　　　15　　3Stay階層以外

ルールや運動のやり方　　　15

についての内容　　　　　　18

マナーや態度について　　　ユ3

の内容　　　　　　　　ユ6

　35　　　　　5　2Stay階層

34　　　　　8　ユStay階層以外

45　　　4！St・y階膚
42　　　　　　51Stay階層以外

健康や安全に対する態　　　16
度についての内容　　　　　18

38　　　　　3　　Stay階層

39　　　　　5　　Stay階層以外

　　　　　　　　　19学習・指導のすすあ方

　　　　　　　　　　26

28　　　　7　　Stay階層

25　　　6　　Stay階層以外

　　　　　　　　　！2学習課題の持ち方
　　　　　　　　　15

49　　　　　　　　8　1Stay階層

46　　　　　　　7　ユStay階層以外

運動技能ののび方

　　　　　　　　　ユユ
学習の仲間づくり
　　　　　　　　　ユ4

　　　　　　　　　Stay階層
　　　　　　　　　Stay階層以外

48　　　　　　　　10　2Stay階層

39　　　　　　11　1Stay階層以外

施設や用器具の使い方
　　　　　　　　　ユ6

45　　　　　　5　1Stay階層
　37　　　　　5　ユStay階層以外

指導における教育機器　　1ユ

の利用　　　　　　　14
56　　　　　　　　7　1Stay階層

50　　　　　　　　6　1Stay階層以外

㎜非常に満足

騒やや満足

［コどちらでもない醐非常に不満

■一やや不満

図29　前年度受講した授業における満足度

彼等の技能水準に応じた指導段階を考慮する

ことによって，“運動技能の伸び阯を動機づけ

と，して彼等の運動に対する積極性を少しでも

引き出すことができるのかもしれない。

7．筑波大生の正課体育履修の実態とその

対応

　正課体育は体育事業の分類からみれば，プ

ログラムサービスの代表的・典型的なもので

あり，学習者としての運動者の特性に応じな

がら運動の学習指導がもっとも恵まれた条件

で組織的に展開されるプログラムである。

　スポーツの生活化を指向して四年問の履修

を制度化している本学においては，正課体育

における学習の成果が運動を身につけるだけ

でなく，身につけた運動が他の体育事業との

関連（クラブ所属，プログラム参加，エリア利

用など）で日常的に実践されるように発展させ

たいと考えている。事実，教科としての「体

育」は，学習内容や学習指導に関する配慮を

深めるほど，このような発展の可能性を持？

ているといえよう。
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表16　正課体育履修による影響
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　このような観点から，ここでは本学学生の

正課体育履修の実態とその対応について，彼

等の運動生活の階層との関連から考察するも

のである。

1）正課体育履修による影響

　表ユ6は，正課体育履修による影響を他の体

’育事業との関連でとらえたものである。“受講

したことがきっかけとなって，その後，体育

系課外活動団体に所属するようになった種目“

では，バドミントン，サッカー，硬式テニス，

バレーボールと球技種目で何人かみられるが，

延べ人数でわずか86名と少なく，全サンプル

の2．7％にすぎなかった。現状では，正課体

育での学習が多くの学生を体育系課外活動団

体に所属させるほどの影響は及ぼしていない

とみられる。“受講したことがきっかけとなっ

て，その後，スポーツデーやスポーツ教室に

参加して運動するようになった種目“は，サ

ッカー，バレーボール，バスケットボール，

ハンドボールなどの球技種目に集中している。

これは，スポーツデーで行われる種目との関

連で，このような結果になったものと思われ

る。“受講がきっかけとなって，その後，自

由時問に自由に運動するようになった種目’’I

では硬式テニスが非常に多い。これは現在の

テニスブームに加え，学内のいたる所にテニ

スコートがあり，自由に利用できるという恵

まれたエリァの条件と関連していると思われ

る。水泳や体操トレーニングも同様に恵まれ

た施設が開放されているため，学生が運動不

足を解消し，健康の増進をはかろうと自由時

問に利用しているとみられる。以上のように，

正課体育を受講したことがきっかけとなって，

体育系課外活動団体に所属した学生はあまり

みられなかったが，スポーツデー等に参加す

るようになった学生や自由時間に自由に運動

するようになった学生は450～480名で，全

サンプルの約ユ5％であった。このことは，恵

まれた環境条件と正課体育での運動の学習が，

プログラムサービスやエリアサービスに対応
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表17　これまでに履修した種目

種　　目 f　％ 種　　目 f　％
体操トレーニング 549　9 柔道 308　5
バレーボール 508　8 ラグビー 292　5
ハンドボール 484　8 器械運動 216　3
バスケットボール 474　8 基本運動 164　3
サッカー 452　7 卓球 ユ54　2

硬式テニス 429　7 オリエンテーリング 148　2
陸上運動 422　7 サイクリング ユ27　2

バドミントン 364　6 ゴルフ 工17　2

水泳 337　5 野球 108　2
剣道 330　5 ソフトボール 93　工

表18　開設科目の履修希望現況

科　　目 f　　％ 科　　目 f　　％

硬式アニス 49016．5 弓道 70　2，4
ライフル射撃 274　9．2 ラグビー 68　2．3
バレーボール 233　7．8 基本運動 62　2．1
バドミントン 182　6．2 ウインドサーフイン 62　2．ユ
サイクリング 158　5．3剣道 44　1．5

卓球 ユ57　5．3 オリエンテーリング 4ユ　1．4
バスケットボール 144　4．8陸上運動 35　1．2
サッカー ユ41　4．7 柔道 35　ユ．2

水泳 ユ40　4．7 ヨット 32　1．1
ゴルフ 130　4．4器械運動 31　ユ．0

野球 12ユ　4．4 トリム運動 13　0．4
ハンドボール ユユ0　3，7 空手 11　0．4
ソフトボール 98　3．3 ボート 9　0．3

本操トレーニング 82　2．8

表19　履修希望の理由

希　望　す　る　理　由

やったことがないが新しい体験をしようと患ったので

中学・高校のクラブ活動で経験した好きな種目だから

その種目の技術をいっそう高めたいので

この種目なら人並にできると思ったので

中学・高校の体育の授業で経験した種目なので

体力や運動能カを高めたいと思ったので

運動不足を解消し，健康の増進をはかりたいので

その種目について，もっと深く知りたいので

体力や技能が劣るが，この種目ならできそうだったので

筑波大学でしか履修できないと思ったので

施設の条件が恵まれているので
友人や仲間との交流を求めて

自然とのふれあいを求めて

友人や伸間にすすめられたので

苦手な種目だが，あえて挑戦しようと思ったので
指導教官にひかれて
自分の身体条件（ケガや障害など）に適した種目なので

スポーツのマナーや態度を養いたいので

77125．9
554　ユ8．6

349ユユ．7

する運動行動を引き出し発展させる機能を有

していることを示している。

2）履修希望の科目とその理由

　表17は，これまでに履修した種目について

示したものである。体操トレーニングが最も

多く，以下，バレーボール，ハンドボール，

バスケットボールと球技系の種目の多いこと

が目立っ。これは，種目の特性よりも開講し

ている時問数や受講人員との関連が大きいよ

うに思われる。

　表18は，ガイダンスにおいて履修したいと

思った開設科目について示したものである。

ここでも硬式テニスの希望者の多いことが目

立っ。正課体育の授業としては珍しいライフ

ル射撃の希望者も多い。また，バレーボール，

バドミントン，サイクリング，卓球など，ふ

だんの生活で気軽に親しんでいる種目の希望

も目立っている。

　表ユ9は，第一希望の開設科目を希望する理

由について示したものであるが，“やったこ

とがないが新しい体験をしようと思ったので、

290
259
179
168
ユ07

56

42
38
30

29

25

25
24
15
ユユ

9．8

8．7

6．0

5，6

3．6

L9
ユ．4

1．3

1，O

ユ．0

0．8

0．8

0．8

0．6

0．4

“中学，高校のクラ．ブ活動で経験した好きな

種目だから‘．，“その種目の技術をいっそう高

めたいので’Iなどの理由が多い。また表20は，

それぞれの理由に該当する開設科目を示した

ものである。希望する理由で最も多かった“や

ったことがないが，新しい体験をしようと思

ったので阯という理由では，ウォーターフロ

ントスポーツ，ライフル射撃，ゴルフなど，

他大学の正課体育ではあまり行われていない

と思われる種目と，弓道，剣道などの種目が

目立っている。硬式テニスはそれらとは別に

現在のテニスブームとの関連でやってみたい

という意識からの希望と思われる’’。中学，高

校のクラブ活動で経験した好きな種目だから＾

ではバスケットボール，サッカー，野球等，

球技系の種目が多い。“その種目の技術を高

めたいので“では野球と硬式テニスが多い。

野球の場合は中学，高校までに経験した学生

が技術をいっそう高めたし、、と希望したものと

思われる。硬式テニスの場合は，これまでに

経験した者よりは，むしろ，学内のテニスコ

ートを利用して何度かテニスを経験した学生

が，その技術をさらに高めようとしていると

いうことが考えられる㌔この種目なら人並に

できると思ったので汕ではサイクリング，ソ

フトボール，バドミントンなど，ふだん気軽

に行っており，運動量もあまり多くないと思
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表20■履修希望の毎由1と該当する科目

希　望　す　る　理　由

やったことがないが新しい体験をしようと思ったので

中学・高校のクラブ活動で経験した好きな種目だから

その種目の技術をいっそう高めたいので

この種目なら人並にできると思ったので

中学・高校の体育の授業で経験した種目なので

体カや運動能力を高めたいと患ったので

運動不足を解消し，健康の増進をはかりたいので

自分の身体条件（ケガや障害など）に適した種目なので

該　当　す　る　科　目

ヨット（81．3），ライフル射撃（75．5），ウィンドサーフィン（69．4），

ゴルフ（66．2），弓道（62．9），剣道（34．1），．ポート（33．3），

硬式テニス（31．4），オリエンテ丁リング（29．3），ラグビー（26．5）

サイクリング（24．リ，バドミントン（ユ5－4）

バスケットボール（49．3），サッカー（44．O），野球（37．2），

卓球（36．3），器械運動（35．5），バレーポール（30．O）’

剣道（29．5），柔道（25．7），ソフトポール（23．5），

ノ寸ドミントン（ユ5．9）

野球（28．9），硬式テニス（27．ユ），バドミントン（ユ2．1）

陸上運動（22，9），サイクリング（22．8），ソフトポール（21．4），

バドミントン（18．ユ）

バレーボール（29．6），ハンドボール（21．8），バドミントン（15．4）

体操トレーニング（37．8），水泳（25，O）

華本運動（27．4）

トリム運動（53．8）

麦21運動生活類型別にみた履修希望の理由
（％）

希望する理由
階　　層

Club所属階層 、A・・a利用階層 Program参加階層 Stay階層
やったことがないが，新しい体験をしようと患ったので 26．4 21．2 ユ7．6 3ユ．1

中学・高校のクラブ活動で経験した好きな種目だから ユ9．2 2ユ．8 28．8 ユ2．ユ

その種目の技術をいっそう高めたいので ユ5．3 ユ5．5． 8．6 6．O

この種目なら人並にできると思ったので 7．4 8．3 9．5 ユ4．ユ

中学・高校の体育の授業で経験した種目なので 7．8 9．7 1ユ．3 7．8

体カや運動能カを高めたいと思ったので 5．8 6．9 4．5 5．5

運動不足を解消し，健康の増進をはかりたいので 3．2 5．5 7．7 8．6

その種目について，もっと深く知りたいので 5．2 4．0 2．3 2．2

われるような種目．が目立っている。

　表2ユは，運動生活の階層ごとに，履修希望

の理由についての割合を示したものである。

Club所属層とStay階層では“やったことがな

いが，新しい体験をしようと思ったので＾，

Area利用階層とProgram参加階層では，“中

学，高校のクラブ活動で経験した好きな種目

だからmという希望理由が最も多いが，Stay

階層を除く他の三つの階層では順位の違いこ

そあれ，同じような希望理由となっている。

特に，C1ub所属階層とArea利用階層は順位

もほぼ同じであり，“その種目の技術をいっ

そう高めたいので＾という理由においても，

他の二っの階層に比べて割合が高く，運動に

対する積極性がうかがえる。“この種目なら

人並にできると思ったので“と’いう理由では

Stay階層の者の希望が多く，“その種目の技

術をいっそう高めたいので“では，最も低い

ということなどからも，Stay階層の運動に対

する消極的な様子がうかがえる。しかし，Stay

階層では，“運動不足を解消し，健康の増進

をはかりたいので“という希望理由も多く，

体カ，運動不足を自覚して意図的にそれにあ

った開設科目を選択しようとしている学生も

いることが考えられる。

　表22は，運動生活の階層ごとに，ガイダン

スにおいて履修したいと思った開設科目を示

したものである。すべての階層において硬式

テニスの希望者が最も多く，ライフル射撃も

同様に希望者が多かった。バレーボールとバ

ドミントンもすべての階層において希望者が

多いが，各階層によって履修希望の理由に相

違がみられるので，授業に期待することも異

なり，運動量や技術レベルなどの問題から階

層ごとに満足度に違いが生じる可能性もある

といえよう。また，サッカーではStay階層の

者の希望が少なく，卓球ではClub所属階層

の者の希望が少ないのは，それぞれの種目に
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表22　運動生活類型別にみた履修希望
（％）

Club F~'fi~~ M~~; Area ~l]~~I M~ ~~ Program~~._.._. ~D ~~;J~i Stay F~bi~ ~i 

l
 

~~{~~~~ ~;~ (1 6. 9) ~~~~(;f =;~ (21. 2) ~~~~~:~=;~ (lO. 1) ~~i~~f =;~ (1 4. 2) 
2
 

/~L/ ~l~~-)L/ ( 8.5) /¥L/ ~l~ )V ( 8. 3) i~,y j7- ( 9.2) 7 4 7)V~t~j~ (12, l) 
3
 

7 4 7)~~f~ ( 8, l) 7 4 7)v~f~: ( 7. 3) /~L/ ~~ )~ ( 9. 2) i~4 ~ IJ )/~" ( 7.6) 
4
 

/^y ~;~-)V ( 6 1) ･~ ~ ~ / h ;/ ( 6*4) /¥;~~r,y h;i~~-)~ ( 7. 4) ･~F ~ )/ h / ( 7.6) 
5
 

)¥ h ;/ h ;/ ( 5. l) i~ ,y jJ - ( 5. 8) J~: ~~ ( 7.4) ~: ~~ ( 7.4) 
6
 :1')~7 ( 5. 1) i~: ~~ ( 5.5) 7 4 7)~~f~; ( 6, ~) j¥1/ Ii~ )V ( 6. 1) 
7
 it,jjl- ( 5,0) /¥~~r'y h~l~'-)L/ ( 4. 8) )7hFi~ )~ ( 6.5) ~t~i~h~--)l~" ( 5.0) 
8
 

/~;~~ryh~~ )[/ ( 5.0) ~~; ~~ ( 4.7) 7k ?I~ ( 6,0) 7k ?f~ ( 4.9) 
9
 ~~; ~~ ( 5,0) y 7 h ~~;-)V ( 4. 1) ~~; ~~ ( 6.0) j~;~ir'y h;~~=)~ ( 3. 9) 
10 7~ ~~ ( 4.7) Ht4 ~ I; ;l~" ( 4. 1) /~ ~ ~ ;/ h y ( 5.5) ~~~~~~l ( 3. 2) 

（％）

4年間，正課体育を履
　　　　　　　　　　22習する制度 18　　　11

r〉2

定時コースと集中コー
スを開設する制度　　　　　　　29 32

㌧1

定時コースの種目選択
・抽選方式

43

定時コースで用いる施
設・用具の条件　　　　　　23 35　　　　　6　1

41 31　　　　　　11

定時コースの授業時問
（75分授業） 54　　　　　　　　　　16　　　3

z非常1満1

瞬　　やや満足
　　　　　一

□l／1榊“非常1不満

麗　　　　，　　やや不満

図30　現行の正課体育に対する満足度

対して運動量の点から不満とするところが大

きいからと考えられる。階層ごとにみてみる

とC1ub所属階層，Area利用階層，Program

参加階層では，ほぼ同じような球技系の種目

に希望が多い。Stay階層では，他の三つの階

層に比べて球技系の種目は少なく，サイクリ

ィ久バドミントン，卓球といった手軽に行

えるスポーツ種目への希望が多い。また，Stay

階層では体操トレーニング，水泳，基本運動

といった体力向上を目的とする種目の多いの

も特徴である。“運動不足を解消し，健康の

増進をはかりたいので＾という履修希望が反

映していると思われる。

3）定時コースにおける満足度

　図30は，現在の正課体育の定時コースにお

ける満足度について示したものであるが，“定

時コースと集中コースを開設する需1度“や“定

時コースで用いる施設・用具の条件“におい

て学生が満足，支持しているということがわ

かる。“定時コースの種目選択・抽選方式‘’，

“定時コースの開設時問割’’において，不満

と答えている者が多い。これは希望する種目

が開講されていなかったり，受講人員等の関

係から希望する種目を受講できない場合が多

いためと考えられる。図31は，「四年問，正

課体育を履修する制度」について運動生活の
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（％）

αub所属階層　　　27 25　　　　　14　　8

Program参加階層 17　　　10

Area利用階層　　　26

ユ種目を4年間継続する

工学年にユ種目を選択して
4年閻に4種目を行う

ユ学期に1種目を選択して
ユ学年に3種目を行う

学年毎にいろいろな種目を
組み合わせる

1－2年次は基礎体カ作り、
3～4年次はスポーツ種目
を選択する

そ　の　他

Stay　階　　　層

．図31

z非常1満1

園／／満1

□l1鮒s非敵不満

騒やや不満

r4年間，正課体育を履修する制度」について
運動生活類型別にみた満足度

（％）

8

21

5
　
　
　
5
　
　
　
　
5

（％）

56

図32　正課体育の受講のしかたに対する意識

階層ごとに満足度を示したものである。C1ub

所属階層からStay階層へと運動に対して消極

的になるほど不満の度合が大きくなっている。

C1ub所属層，Area利用階層，Program参加

階層の三つの階層では満足（非常に満足，やや

満足）と答えている者が約50％みられるのに対

し，Stay階層は満足が33％，不満が43％と不

満が非常に多くなっている。これはStay階層

の中に運動嫌いで，運動に対する意欲を持た

ない学生が多く，四年問も正課体育を履修し

たくない，あるいは，正課体育はそれほど必

要ではない，と考えている学生が多いことを

示している。“定時コースの開設時問割’’に

おいても同様な傾向がみられた。

　図32は，定時コースにおける受講のしかた

について示したものである。“一学年に一種

目を選択し，四年問で四種目を行う’’が56％

と過半数を占めているので，現在の受講のし

かたは一応，学生に支持されていると考えて

いいだろう。

　図33は，前年度受講した授業における各項

目についての満足度を示したものである。“学

習・指導のすすめ方“において67％の学生が

満足と答えるなど，多くの項目において満足

の度合が高いことなどが示されている。しか

し，“運動技能の伸び方“については満足が

37％，不満が26％であり，満足度が最も低か

った。C1ub所属階層やArea利用階層では，

“その種目の技術をいっそう高めたいので＾

という理由が多く，学習経験を深めるにつれ

て技能ののび方に注目してきていることがう

かがえる。また，それぞれの授業における学

生の技能レベルに違いがあることも関連して

いると思われるが，“学習・指導のすすめ方凹

や“運動技能の練習方法‘Iについては満足と

答えている者が多いので，自己に対する厳し

さや自分の技能ののびに対するもどかしさか
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（％）

運動技能の種類と程度　　　ユ5
（レベル）

萎41猿一 29　　　　　12　　2

運動技能の練習方法に　　　18
ついての内容

27　　　　　12　　2

運動量の程度　　　　　　　ユ7 25　　　　　　15　　　3

ルールや運動のやり方　　　工8
についての内容 34　　　　　　7　1

マナーや態度について　　　16
の内容

43　　　　　　5　1

健康や安全に対する態
度についての内容　　　　　18 39　　　　　5　j

学習・指導のすすめ方　　　　25 25　　　　7　1

学習課題の持ち方 14　　　真一31≡・’’・ 47　　　　　　　　7　1

運動技能ののび方

学習の仲間づくり 14　　、、姜菊亘萎婁 40　　　　　　ユ1　2

施設や用器具の使い方　　　16 38　　　　5ユ

指導における教育機器
の利用　　　　　13　　・l12白’1 51　　　　　　　5　ユ

z非常1満足

圏やや満足

□ど／舳s非常1不満

■やや不満

図33前年度受講した授業における満足度

らの不満とも考えられる。

要　　約

　大学における学生の運動生活の様相は，学

内の体育事業と密接に関連している。したが

って，体育経営体の立場から体育事業を見直

し，その改善の手がかりを得るためには，、運

動者としての学生の日常生活における運動行

動をとらえておく必要がある。

　本調査の目的は，正課体育を履修している

’3，150名の学生の運動生活を質問紙法によっ

て調査し，学生が日常生活の中で意図的に運

動することをどのように取り入れているか，

また各種の体育事業にどう対亦しているかを

杷握することであっ’た。本調査における体育

事業や運動生活のとらえ方は宇土3）の理論に

依拠したものであり，運動生活の階層的なと

らえ方が用いられた。

　調査の結果は以下のように要約さ．れる。

　1）学生の運動生活を階層的にとらえると
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Club所属階層4ユ％，Area利用階層23％，Pr－

ogram参加階層8％，Stay階層29％であっ

た。したがって，Stay階層を除いて全体の約

70％の学生は，週ユ回の正課体育時の運動に

加えてさらに何らかの意図的な運動を生活の

中で実施しているとみられる。

　2）運動生活階層の経年的変容は次のよう

であった。Club所属階層では，男子49．2％

から36．7％へ，女子37．2％から27．9％へと

しだいに減少し，Program参加階層もまた学

年進行につれてやや減少した。一方Area利用

階層は，学年が進むにつれて増加し，とくに

4年次での増加が著しく男女とも全体の27～

28％となった。Stay階膚は，男子22－8％から

27．3％へ，女子27．ユ％から42．6％へ，学年

が進むにつれて増加した。もっとも消極的な

Stay階層の増加にどう対処するかが，今後の

体育事業にとって重要な課題となった。

　3）運動者の健康や体カ・運動能力に対す

る自己評価と過去のスポーツに対する姿勢を

運動生活階層別にみてみると，運動に対して

消極的な階層ほど，健康や体力の水準は低く，

過去のスポーツに対する姿勢が消極的であっ

たことが明らかにされ，運動者の主体的な条

件が運動生活の様相に反映していることが示

唆された。

　4）Club所属階層について運動実践の継続

性の面から運動者行動の実質性・形式性を吟

味してみると，αub所属階層の47％は週に3

日以上練習をしている実質的なClub階層であ

ったが，そのうちの16％はあまり練習をしな

い形式的Club階層であった。そして，実質的

なClub運動者の方が形式的な運動者よりもク

ラブ活動に対する満足度が高く，望ましい活

動をしていることが明らかになった。

　5）Area利用階層の施設利用概況は，近隣

の道路や広場などの関係的運動施設や宿舎附

近のテ三スコートの利用が多く，次いでトレ

ーニング室，室内プールなど一般開放されて

いる施設がよく使用されていた。そ、して，休

日や授業のあき時問に，簡易なゲームや手軽

な練習を行っており，その利用頻度は月に1

～2度ないし週に1～2度であった。

　6）スポーツデーにおける各種の競技プロ

グラムに参加している学生は，全体の44％で

あり，その多くはクラブに所属したり，自由

時に施設を利用したりして運動にかなり積極

的であらた。しかし，階層区分によるProgram

参加階層（第3階層）のみの割合は全体のユユ％

であった。学内のスポーツプログラムヘの参

加は集団スポーツ種目への参加が多く，その

過程には2つのパターンがみられた。1つは

仲問にさそわれ交友関係を広げようとチーム

スポーツに出場する集団参加型であり，もう

1つは個人の意志と目的を持って参加する個

人参加型であった。

　7）St6y階層は全体の29％であり，男子で

は4人に1人，女子では3人にユ人の学生が

消極的なStay階層であった。またStay階層

は他の階層と比較して体カや運動能力の水準

が低く，過去のスポーツ体験も少なく，各種

の体育事業に対して多くの抵抗条件を有して

いることが示された。さらに正課体育への対

応においても他の階層より消極的であった。

　8）正課体育の履修を契機とする各種体育

事業への対応をみると，正課体育での運動の

学習をきっかけとしてクラブに所属するよう

になった学生は2，7％にすぎなかったが，プ

ログラムに参加したり，自由時にエリアを利

用するようになった学生は，全体の15％であ

り，プログラム・サービスやエリア’サービ

スがより積極的な運動者行動を引き出してい

ることが示唆された。

　9）正課体育の4年間履修に対して，満足

と答えた学生は46％であり，「どちらでもな

い」（24％）を含めて全体の70％は4年間履修

制度を評価しているとみられる。しかし，29

％の学生は不満と答え否定的な対応を示して

いた。また，正課体育の定時コースと集中コ

ースの制度や施設・用具の条件に対する満足
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度は高いが，受講時の種目選択の方法に対す

る不満が多く示された。

　10）各種の体育事業への対応について，そ

の抵抗条件や要望が運動生活階層との関連で

調べられた。それらの結果はこれからの体育

事業のあり方を検討する上で有効な資料と．な

り，改善すべき多くの問題を指摘するもので

あった。
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